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　――楽団が奏でる華やいだ音楽が、大広間に響き渡る。この日のために職人が磨き上げた頭上のシャンデリアのまばゆい光が、着飾った貴婦人たちのドレスを鮮やかに照らし出していた。

　ここはヴォンデンブルグ王国の南部地方にあるコンラート伯爵邸。主である伯爵の誕生日を祝う宴には、近郊の貴族や地元の名士など多くの客が集ってにぎやかだ。

　しかし、そんなめでたい空気と相反するように、主役の表情は冴えない。その原因は、つい最近、一人娘が下した決断のせいだ。

　伯爵の愛娘――アネット・フォン・コンラートは、父親の憂いを覆い隠すほどの華やかな笑みを浮かべている。金髪碧眼が多いヴォンデンブルグには珍しい、漆黒の髪とエメラルドの瞳。雪と見紛うほどに白く艶やかな肌を、深紅のドレスが際立たせている。彼女の豊満な胸の谷間と腰の括れを強調するデザインのドレスは、この地方ではアネット嬢しか似合う女性はいないと言われている――その言葉の裏には、「貴族の娘らしからぬ服装だ」という批判と嫉妬も見え隠れしているのだが。

　ただ、アネット嬢の魅力は見た目の美しさだけではない。女性にしては珍しく読書が趣味で、話題が豊富なところが男性を虜にするようだ。才気に溢れる彼女には求婚者が絶えなかった。

　そんなアネット嬢は、近衛隊に属するアルソワ男爵と婚約をした。男爵は贔屓目に見ても冴えない男で、この相手を選んだのは田舎の令嬢が王都で暮らしたいという欲求を満たすための計算だと噂された。

　……が、ひと月ほど前に、アネット嬢の方から婚約破棄。その一件で、貴婦人としての彼女の評判は地に落ちた。

「求婚者がたくさんいる方ですからね。何があっても、全然不思議じゃないわ」

「お相手の方も災難だったわね……ショックのあまり、東方駐在の部隊に配置換えを願い出たとか……」

「彼女は、貴婦人というより別の職業のほうが似合っているかもしれないわ。だって、もう純潔じゃないんでしょう……？」

　コソコソと声を潜めながらも、貴婦人たちは彼女の噂をする。

　田舎の社交界は、噂話と醜聞に飢えているから、いずれ本人や関係者の耳にも入る。

　……だが、コンラート伯爵が心を痛めているのは、噂のことではない。

　性格がきついアネットが、無口なアルソワ男爵と結婚してもどうせうまくいかない、不幸な結婚をして出戻ってくるなら、ずっと屋敷にいる方がいいと思っていた。しかし、美しく魅力的な貴族の娘がいつまでも独身を通すのは、世間体が悪い。

　一番いいのは、アネットが他の誰かを見つけて結婚すること……だが、あまりに自由奔放に育って、エリート将校との婚約を無下に断った娘が、この先、まともな結婚ができるかどうか考えると頭が痛かった。

　南部地方はヴォンデンブルグの中でも、古風な女性が好まれる傾向にある。それにもかかわらず、アネットはいささか破天荒すぎた。婚約中はもちろん、婚約破棄をした後も取り巻きの男性たちと楽しく愉快に過ごしているのだから。

　婚約破棄には大した理由もなかったし、それに対して反省の色もないから、周りの批判は仕方がない。

（どこかに、行儀見習いに出したほうがいいのか……）

　溜息混じりに、伯爵は愛娘を見つめた。

　父の憂いにお構いなしに、アネットは取り巻きの一人にリードされてうれしそうにワルツを踊り始める。地味な色のドレスを着た女性たちが多い中で、火のような色を身にまとった彼女はその場にいる誰よりも目立っている。

　嫉妬や侮蔑がこもった冷ややかな視線……そして、それに相反するような男性たちの熱い視線が、彼女の上に矢のように注がれることになった。

















１．次期国王との出会い












「な、何なのよ、ソフィア！　せっかく、楽しく踊ってたのに……」

　ソフィアと呼ばれた女性に手を引っ張られ、アネットは抗議するように眉根を釣り上げた。

　人気がない裏庭の中央に辿り着いて、二人はようやく歩みを止める。

「……あなた、私の忠告をぜんぜん聞いてくれないのね！　こんなに心配しているのに、ひどすぎるわ！」

「えっ、何のこと？」

「しばらく、おとなしくしたほうがいいって忠告したじゃない。あなただって、わかったって言ったはずよ……でも、そんな派手な色のドレスを選んで、色々な男性に誘われるがまま踊り続けるなんて！　そんなことしたら、あなたの評判がガタ落ちよ？」

「……そんなこと、言ってもねぇ……」

　アネットは相手の剣幕に、肩を竦めた。

「言い訳は聞かないわ！　あなたの悪口を聞いて、私が黙っていられると思う!?」

　と、声を荒げるソフィアだが、いつもは南部地方の気質なのかおっとりとした穏やかな貴婦人だ。

　昔から、周りの誹謗中傷からアネットを庇ってくれようとするソフィア。こんなお小言を言うのも、親友を思ってのことだ。

　そうとわかるから、アネットは素直に謝った。

「ごめんね……もう、今夜はおとなしくしておくわ」

「約束してよ！　あなたのお父様の誕生日を、台無しにしないでちょうだいね！」

「……わかったわ」

　その答えを聞くと、ソフィアは満足したように表情を和らげて屋敷へと戻っていった。










　ソフィアは、コンラート伯爵家の領地と隣り合うクルムバッハ侯爵家の長女――一人っ子のアネットにとって、本当の姉のような存在だった。

　趣味は慈善事業で、教会のバザーに出すための刺繍や編み物、お菓子作りには職人並みの腕とセンスを発揮する。南部地方の貴婦人としての美徳は誰よりもあるはずだし、老婦人たちの間では誰よりも『息子の嫁にしたい』ソフィアなのに、肝心の男性受けはイマイチだ。

（もったいないんだよなぁ……）

　アネットは、困ったように眉根を寄せた。

　クルムバッハ侯爵家は古くから続く貴族で、跡継ぎの男子がいない。長女のソフィアが婿養子を取るのが一番いいが、見た目にこだわらない彼女は化粧の仕方やドレスの選び方が何となく垢抜けない。アネットがどんなにアドバイスをしても、『そんなことにお金をかけるなら、貧しい人たちに寄付するわ！』の一点張りだ。

　そんなおしゃれや恋愛には無頓着なソフィアは、年々信心深くなっている。教会や神様との距離が近くなるのと反比例して、恋愛からは遠ざかっている気がする。

　アネットが見る限り、ソフィアの顔立ちは愛らしい。目立つ美人ではないが、澄んだ栗色の瞳は綺麗だし、少女時代から変わらない華奢な体形も清楚な印象だ。

　母親のお古のドレスを大事に着たり、周りの老婦人たちと似たような髪型をしたりしていなかったら、彼女に心を惹かれる男性だって現れるかもしれないのに。

　妹のユリアは早々に別の地方の貴族に嫁いで、今は三人の息子たちの世話で忙しくしている。クルムバッハ侯爵領では、ソフィアを『行き遅れの令嬢』とあだ名で呼ぶ失礼な輩もいるという。

（私は姉妹がいないからわからないけど、妹に先を越されるってどんな気持ちなのかしら……）

　三年前、ユリアの結婚式に参列したソフィアが複雑そうな面持ちをしていたのを、アネットは昨日のことのように思い出す。

　あの時、幼馴染みの心中を察したアネットは、ソフィアよりも先に幸せにならないと密かに決めた。

　自分の取り巻き連中を適当にあしらっているのも、どうでもいい相手と婚約をしたのも、あっけなく婚約破棄をしたのも……ぜんぶ、結婚しないで済む言い訳を作るためだ。

　ソフィアに釣り合うような貴族の青年は、南部地方では限られている。だから、あえてアネットは自分の評判を落として、ソフィアのライバルを自ら一人減らしているっていうのに。

　そんな友達を大事に思うアネットの気持ちを、ソフィアは理解してくれない。

　ソフィアの良さを引き立てるために、わざとアネットはほかの貴婦人たちに嫌われるよう計算して行動している。だって、おとなしくしていたら、取り巻き男性たちの母親たちに気に入られて、どんどん縁談が進んでしまうから。

　生意気に見えるように、貴族の男性と同じように本を読んで知識をつけた。対等に男性たちと話をできるようになればなるほど、それと反比例して女性たちに嫌われる。

　周りに寄ってくる男性たちと必要以上に親密そうにしたり、露出度の高いドレスを着たり、挙句の果てに、好きでもない男と婚約してあっけなく婚約破棄したり……。

「あーあ！　あれもこれも、ぜんぶ、ソフィアのためなのになぁー……」

　不機嫌そうにアネットは頬をふくらませて、足元にあった小石を蹴飛ばした。

　ふと屋敷の方角を見やれば、アネット抜きで華やいだ宴が続いている。ちらほらと人影が見え隠れして、彼女の名を呼んでいるのが聞こえた。

　たぶん、取り巻きの誰かだろう……だけど、今は話す気分じゃなかった。いつもの『演技』ができるとは思えないから。

　アネット自身が理想とするアネットは、どこまでも高飛車で女王様のような女性だ。周りの男をその美貌と知性で翻弄する悪い女――。

　そんな演技をするうちに、男性たちはアネットがいつまでも自分のものにならないことに疲れ始めるだろう。そして、アネットの近くにいるソフィアの善良さに気づいた誰かが、彼女を見初めるかもしれない。

　……その計画は、もちろんソフィアには内緒にしている。信心深い彼女は、神が禁じている嘘やはかりごとが大嫌いだから。

「……いつか、願いが叶う日がくるかしら……」

　誰も答えてくれないことを知りながら、アネットは夜空を見上げた。

　その時、大きな白い犬が屋敷のほうから駆け寄ってきた。

「あぁ……ハンス！　お前も来たのね！」

　赤いドレスの裾にじゃれつく犬の顎を撫でながら、すぐ後ろにあったベンチに腰を下ろした。

　愛犬を膝の上に抱え上げると、アネットの表情は一気に和らいだ。

「……お前だけよ。本当の私を知っているのは」

　腹を撫でられてご機嫌のハンスに、彼女は優しく話しかける。

「ソフィアにはね、幸せになってほしいの。だってね、ソフィアが最初にお友達になってくれたから」

　語りながら、アネットは孤独な少女時代を思い出した。

　周りにいる同い年くらいの子どもたちは、みな平民で名門貴族の一人娘であるアネットを畏れているようだった。家庭教師は何人もいたけれど、友達と呼べるような存在はいなかった。

　それも、隣の領地のクルムバッハ侯爵が代替わりして一変した。侯爵家には、アネットと同じ年のユリアと二つ上のソフィアという二人の女の子がいた。ある時、妹のユリアがアネットに意地悪したときも、ソフィアだけは味方になってくれた。

　非があるとはいえ肉親よりもアネットを庇ったソフィアは、昔から公平そのもの――そんなソフィアをアネットが慕うのは、ごく当たり前のことだ。

「ソフィアの魅力がわからないなんて、男性は何を見ているのかしら？　ねぇ、ハンスもそう思うでしょう？」

　と、愛犬の顎の毛を撫でてやっていると、どこからか男性の声が聞こえた。

「へぇ……、そんなにソフィア嬢がいいのかい？」

「え……っ!?」

　膝の上でくつろいでいるハンスを、アネットは凝視する。

　おとぎ話みたいに犬が人の言葉をしゃべったのかと思ったけれど、こんなに人が集まっている夜なら誰かが闇に潜んでいると考えるのが現実的だ。

　……が、キョロキョロと周囲を見回しても何の気配もない。

「……ちょっと、誰よ？　ルードヴィッヒ？　それとも、マークなの？」

　尖った声で問うと、答えの代わりにクスクスと笑われた。

　声の主は、意外と近くにいるみたいだ。

「残念ながら、君の取り巻きの誰かじゃない」

「はぁ!?　だから、誰だって聞いてるのよ!?」

　苛立ったアネットにも、その相手は自分の名を告げる様子はなかった。

　相手が不審者ならば、番犬として躾を受けたハンスがおとなしくしているわけがない。たぶん招待客の一人だと推測できるが、女性の独り言を盗み聞きしているなんて失礼にも程がある。

「君の父上は、俺のことをご存じだ……が、君と会うのはこれが初めてだな」

　彼の言葉が途切れたのと、庭の奥から光が溢れ出たのはほぼ同時だった。コンラート伯爵の誕生日を祝う花火が打ち上がった瞬間、屋敷から貴婦人たちの歓声と拍手が聞こえた。

　しかし、アネットは夜空を彩る花火よりも、それに照らされた目の前の相手に釘付けになっていた。

　なぜなら、彼は完璧なまでの姿をしていたから。これまで生きてきて、初めて美しいと思える男を見た瞬間だった。

「俺の名は、アルブレヒト。親しい相手からは、アルって呼ばれている」

　アルと名乗った男性は、腰を折って彼女の手を取った。甲に唇を落とされるのは挨拶としての礼儀には適ったものだが、彼にされるとなぜか体が火照る思いだった。

　手の甲へのキスなんて、ありふれたもののはず……でも、許婚者から唇にキスされたときよりも、遥かに胸がドキドキしてしまって。

「アルさまーっ……！」

　彼方から、アルを呼ぶ声が聞こえる。駆け寄ってきたのは、まだ顔に幼さが残る青年だ。

　敬称をつけているところから、アルの従者か何かだろう。

「アル様、こんなところにいらっしゃったんですね！　そろそろ出発の時間です。今夜のうちに、隣町に行かないと間に合いませんからね！」

「わかった、わかった」

「厩舎に先に行っていますね！」

　従者の促しに苦笑すると、アルは彼女の手を掴んだままで呟いた。

「アネット・フォン・コンラート嬢。今夜は、君に会えてよかった。この屋敷に寄った甲斐があったよ」

　魅惑的な笑みを浮かべると、彼は従者の後を追った。

「また、近いうちに……」

　最後の呟きは、アネットの耳に届く前に花火の轟音にかき消された。

　一人残された彼女は呆けたような表情で、長身の後ろ姿が次第に小さくなっていくのをただ見つめていた。










　コンラート伯爵家に一通の手紙が届けられたのは、誕生日の宴から二週間ほど経った頃だった。

　封書には百合の紋章――この国で見慣れたその印に、コンラート伯爵は眉を潜め、文の中身を確認すると肩を震わせた。

　それは、アネット・フォン・コンラート伯爵令嬢を、王妃の侍女として宮廷に出仕させるように、という内容だった。勅命ちょくめいともとれる文面に驚いたのは、伯爵よりもアネット本人だった。

（……なんで、私なの？　侍女になりたい娘なんて、都にいくらでもいるんじゃないの？）

　王族や王都に縁遠いアネットにとって、その呼び出しは迷惑以外の何物でもなかった。

　ネガティブな感情を隠さない彼女は、王家が寄越したきらびやかな馬車の中でも、仏頂面を貫いていた。

　ヴォンデンブルグ王国は近隣国の中でも自然豊かで美しい国だと言われている。でも、そのほとんどは南部地方の豊かな自然によるものだ。北部地方は山を切り崩して広い平地に羊を飼い、織物の工場の排煙で空気が悪い。王都・リンツは国外との貿易が盛んなこともあって様々な人が出入りするから治安が悪いという噂だ。

　だから、南部地方の住民にとって、王都が属する北部地方は憧れの場所ではない。

（それに……宮廷には、お友達がいないもの）

　窓の外を見ようともせず、父親の書斎から借りてきた本の上に目を落としていたアネットは、長い溜息をついた。

　我儘放題に育った自分が、侍女としてうまくやれるかそもそも不安だった。心の拠り所であるソフィアとも遠く離れて過ごさねばならない。

　しかも、現国王であるカール二世陛下は自らの意志で近日中に退位することが決まっている。新たな国王は、長らく隣国・アルニア王国に留学していたルドルフ王子が即位することに決まっている。

　噂によれば、王子は相当の遊び人だという。たぶん、享楽的な空気のあるアルニアで羽目を外したのだろう。ヴォンデンブルグ王国の宮廷からしたら『異分子』の新国王に、父を始めとする貴族たちも不安を覚えているようだ。

　今後の方向性が見えない宮廷に呼ばれてしまったアネットは、微かな恐怖心を覚えた。

（馬鹿ね、私……怖がっていても、何も始まらないわよ）

　ぼんやりと目で文字を追っていると、不意にある考えが浮かんだ。

（……っていうか、この状況をうまく利用してやればいいんじゃない？）

　思い直してみると、鬱々としていた気分が晴れてきた。

　ルドルフ王子の存在は、アネットにとって利用価値が高い。遊び慣れした男には免疫がないけれど、誘惑してみる価値は大アリだ。恋人候補の一人くらいにはなれるかもしれない。

　もし、次期国王のお手付きになったら、「宮廷で侍女をしていた」よりも強烈な印象になるはずだ。南部地方だけではなく、ヴォンデンブルグ王国一という悪女の名を、手中に収められるかもしれない。

　そうすれば、アネットを慕っている取り巻き男性たちは度肝を抜かれるはずだ。どんなにアネットが魅力的でも、国王の愛人に求婚しようという男は南部地方にはいないはずだから。そんなことになれば、彼女への恋を諦めた誰かがソフィアを見初めるかもしれない。

（いいアイデアじゃない！　私、頭いいかも！）

　そう思うと、アネットの宝石のような緑の瞳は爛々と輝き始めた。

　気分が良くなるどころか、それを通り越して戦闘モードに早変わりである。

（……待ってなさいよ、新国王！　私の魅力で、あなたを虜にしてみせるから！）

　南部地方一のモテ女・アネット――彼女が、自分から男性を狙いたいと思ったのは、これが生まれて初めてのことだった。










　――ヴォンデンブルグの王都・リンツは、行き交う人は多いけれど予想外に落ち着いている印象だ。

　南部地方は赤土が豊富で赤煉瓦の家が多いが、リンツは北部地方で採れる石を使った灰色の建物が並んでいるせいだ、と気づく。世界有数の貿易の中心地だけあって、道行く人々の人種も多彩だ。街に入ると、馬車の中で読書をしていたアネットも自然と窓の外の景色に視線を向けた。

　大聖堂の前に広がる市場の雑踏の彼方に聳え立つ壮大な城――その中にアネットを乗せた馬車が入ると、さすがに緊張してきた。

　コンラート伯爵の屋敷は南部地方で一番大きいと言われているが、王の居城に比べたら足元にも及ばないと思った。何百年も敵国の侵攻を阻んだ堅牢な城壁を持ち、黒に赤のラインが入った制服の衛兵たちに守られる城は、外観はもちろん内部も壮麗だった。

　案内役の衛兵について、通されたのは光に溢れた大広間。そこに集っている人々の顔を見回したアネットは、ある人物の顔を認めて目を丸くした。

「あー……！」

「コンラート伯爵令嬢、ごきげんよう。長旅、お疲れ様だったね」

　微笑みながら近寄ってきた長身の男性――それは、コンラート伯爵の誕生日の夜に裏庭にいた男性だった。失礼にもレディーの独り言を盗み聞きしていたヤツだから、忘れようにも忘れられない。

（なに……!?　ここにいるってことは、宮廷に出仕する貴族なわけ？）

　宮廷に出入りできるのは、高位の貴族である証拠だ。

　爵位による上下関係は、昔ほど重要ではなくなってきた。地方であれば領土を治める領主の力が強いが、都会にあっては宮廷に出入りできるポジションにいるのが名家の第一条件だ。王族の引き立てで政治や行政に関与するか、軍で実績を上げるかのいずれかで出世の道筋が見えてくる。

（っていうか、ファーストネームしか知らないわ……アル、って言ってたわね）

　彼の身分も、どこに住んでいるのかもアネットは知らなかった。

　父親の書斎に潜入してパーティーの招待客リストを盗み見ようと思っていたが、王都行きの話がきてバタバタしてすっかり忘れていた。

「……あなたがここにいるって……いったい、どういうことよ!?」

「詳しい話は後でいいだろう。君が仕えるのは、あの女性だ」

　そう言われて紹介されたのは、いかにも高貴な空気を身にまとう貴婦人だった。

（あの方が、本物の王妃様……）

　国王と王妃の肖像画は、大聖堂に飾られている。絵の印象と同じでとても美しく、周りにいる貴婦人たちの中にあって、一人だけ際立った空気を醸し出していた。

「さぁ、早く挨拶を」

　アルに促されて前に進み出ると、王妃が視線をアネットに向けた。

　緊張しながらドレスのスカートをつまんで、アネットは腰を折った。

「初めまして、王妃様。アネット・フォン・コンラートでございます」

「初めまして。コンラート伯爵のお嬢さんを、この城にお迎えできてうれしいわ」

「父をご存じなんですか？」

「若い頃に、ダンスに誘われたことがあるの。まだ、お互い結婚する前のことよ……あぁ、懐かしいわ」

　駝鳥だちょうの羽がついた絹の扇で口元を隠しながら、王妃はクスクスと笑った。

　そして、アルのほうを見て続けた。

「息子の推薦だから、美しい方だとは思っていたけれど想像以上だわ。お母様に似たのかしらね？」

「息子……？」

　王妃の言葉に驚いて、アネットは斜め後ろを振り返った。

　驚いている彼女と正反対に、アルは平然とした様子だった。

（王妃様の息子ってことは、王子……!?　え、えっーーー……っ？）

　国王夫妻の子どもは一人だけ。しかも、次期国王に就任する王子の名はルドルフだと聞いている。宴の夜に聞いた名と違っていることが、アネットの混乱に拍車をかける。

「だって、名前……！」

「ああ、そういうことね」

　と、彼は肩を竦めて見せる。

「俺の正式な名は、ルドルフ＝アルブレヒト・フォン・ヴォンデンブルグ。ルドルフなんてありふれているだろう？　親戚にも二人いるからさ、昔からセカンドネームで呼ばれていたんだよ」

「……まぁ、アルったらダメじゃない。初対面できちんと名乗らないだなんて」

「申し訳ございません、母上」

　優雅な仕種で腰を折る次期国王に、王妃とその周りの貴婦人たちは上品な笑みを浮かべた。

「罰として、私の代わりにアネット嬢を、お部屋に送ってあげてちょうだい」

「そんな罰なら、いくらでも」

　そう言うと、アネットに先立ってアルは扉の方へと向かった。










「ねぇ……ちょっと、待ってよ！」

　足早に進んでいくアルに必死についていきながら、アネットは声を荒げた。

「ちゃんと説明して！　今回のこと、あなたの仕業ってことよね!?　なんで、私をここに呼んだの!?」

「そんなに焦るな」

「はぐらかさないでっ！」

　言い終わるかどうかのところで、アルは大きな扉の前で立ち止まった。

「ここが、君の部屋だ」

　と、示されたドアの向こうには、広々とした空間が見える。

　侍女なんて、たかだか使用人だ。どうせあてがわれるのは狭い屋根裏部屋だと予想していたから、これはうれしい驚きだった。窓が大きいせいか明るさと開放感が確保されていて、どう考えても実家の部屋より広くて快適そうに思えた。

「部屋、広すぎ……」

　呆然と呟く彼女の肩を、アルは抱き寄せてきた。

　ここに来た事情を、まだ教えてもらっていない。なのに、馴れ馴れしい態度を取ってくるアルに、アネットは怒りを感じた。

「ちょっと……自惚れないでよね。どんな女でも、馴れ馴れしくすれば落ちるわけじゃないわよ！」

　眉をしかめるアネットに、彼は苦笑した。

「美女に睨まれるのは初めてだが、思った以上に刺激的だな」

「冗談ばっかり！」

「俺は、いつでも嘘は言わないさ……まぁ、とりあえずは先ほどの質問に答えておこうか」

　うっとりするような笑みを浮かべながら、彼はアネットを見下ろした。

　美しく澄んだ青い瞳に見つめられると、怒りが違う感情にすり替わってくる。初めて会った夜、他愛のないことにドキドキしたことを、まるで昨日のことのように思い出す。

　胸が苦しくなって、彼にもっと近づいてその温もりに包まれたくて……そんな奇異で本能的な衝動を感じさせる男性は、後にも先にもきっとアルだけじゃないかとまで思った。

「どこかで、俺の噂は聞いているんじゃないか」

「……少し、だけ……ね」

　遊び人というネガティブな単語を出していいものか悩む間に、アルは言葉を続けた。

「アルニアに長年いたから、ここには敵が多くてね。できれば、今の宮廷に染まっていない人物にそばに来てほしかったんだ」

「どういうこと？　スパイでもしろってこと？」

「そんな大役を、お嬢様育ちの君に任せるなんて無理だろう？　俺の言葉に他意はない。本当に敵じゃない人を増やしたかっただけだ」

　アルについては、悪い噂ばかりを耳にしている。この上ない遊び人だという話も、不真面目で今後の政治を任せるには不安だという声も……。

　だから、アルの心情として敵じゃない人間が一人でも増えてほしい、という気持ちは何となくわかる。

（それは理解するわ……でも、なんで私なの？）

　納得いかず、アネットは首を傾げた。

　ヴォンデンブルグの王者になろうとしている彼が、こんな田舎娘に固執する意味がわからない。敵にならないどころか、味方になってくれそうな女性はこの王都にだって大勢いるだろうに。

「とにかく君は、俺の近くにいるだけでいいんだ。ここにいたほうが、南部地方にいるよりは快適に過ごせるはずだしな」

　故郷を馬鹿にされた気がして、アネットは怒りを露わにした。

「あなたに、何でそんなことわかるのよ？」

「風の噂だが、君は婚約破棄したばかりの身……とか？」

「……！」

　図星を指されて、アネットは言葉を詰まらせる。

（……もしかして、あいつが私のことを言いふらしたのかしら？）

　哀れな元婚約者・アルソワ男爵が近衛兵だったことをようやく思い出す。

　実際、哀れな男爵は傷心ゆえにヴォンデンブルグから東方駐在の部隊に異動願いを出したというから、宮廷での噂話の一つになってもおかしくはないだろう。

「君の友達も、君に忠告していただろう。人の噂なんて、時が経てば解決する。逆を言うと、時が経たないとどうにもならない」

「……私に同情しているわけ？」

「同情なんて甘ったるい感情はないね。そもそも、そんなものを君は欲しくないんじゃないか？」

　アネットの顎を持ち上げて、彼はいやに熱っぽい視線で見つめてくる。

（わっ……！　ち、近すぎっ！）

　慌てて身を引こうとしたが、腰をグイッと引き寄せられ、かえって体が密着してしまう。

　彫刻のように美しい顔が近づいてきて、逃げようという気持ちより先に胸がときめいてどうにも逃れることができない。

　そして、驚くことにアルは彼女の唇を求めてきたのだ。

「……っ」

　唇にされるキスは、初めてじゃない。

　でも、こんな風に熱っぽいキスは経験したことはない。婚約していた相手さえも、軽く触れるだけのキスしか許さなかった。アネットの崇拝者たちは、手の甲や頬に触れるだけでも涙を流すほど感激したものだったから。

（それを、この男は……！）

　南部地方で女神のように崇められた彼女の唇を、アルはなんの断りもなく貪っている。

　常識的に言えば、こんなキスは結婚の約束をした男女でしか許されない。どう考えても女性のプライドを傷つける行為なのに、なぜか抵抗できないのがもどかしい。

　その理由は、アネット自身がよく知っている。

　だって、彼に触れられる部分からとろけるような感覚が湧き上がってくるからだ。濡れた舌を吸われると体が震えてしまう――が、悪戯な指先が背から腰の辺りをまさぐられると、衝動よりも狼狽が勝った。

（だ、ダメよ……こんなの！）

　最後に残った微かな理性から、自分が置かれた状況を考える。

　荷物を解いてもいないし、侍女仲間に挨拶もまだだ。次期国王とこんな風に二人きりでいるなんて許されるはずがない。

　南部地方での悪評はむしろ欲しいくらいだが、右も左もわからない場所でいきなりこれはさすがにまずい。南部地方で悪女と噂されるアネットも、最低限の常識くらい持ち合わせている。

「やめてっ！」

　腕をほどこうともがくとすぐに、アルはあっさりと彼女の体を放した。

「……へぇ……」

「な、なによ……！」

「いや、予想外の反応だなって思ってさ」

　その他人事みたいな発言は、突然のキスで動揺していたアネットに怒りの感情を甦らせた。

「あなたなんて大嫌い！　王族でもなきゃ、ぶん殴ってるところよ」

「ハハッ……！　君を選んで正解だ。これからも、その調子で頼むよ」

「ふざけないで！」

　腹立ちまぎれに、何か投げつけたいところだが周りに骨董品のような花瓶しかないので諦めた。

　宮廷生活の初日に高価な品に八つ当たりして王妃から憎まれるくらいなら、失礼なことをした張本人の頬を殴ったほうがマシ――そう気づいた頃には、次期国王の姿は扉の向こうに消えていた。

















２．憧れの宮廷生活












　――次期国王とのキスで始まった宮廷生活は、新鮮な驚きに溢れていた。

　王妃の祖国・アルニア王国の影響を受けた豪奢な料理の数々、貴婦人たちが身につけるドレスやアクセサリー類の素晴らしいデザイン……。

　洗練された宮廷文化の数々は、南部地方では一生知り得なかったものだ。社会勉強の意味で、アネットは宮廷に呼び寄せてくれたアルに今では内心感謝している。

（でも、なぁ……）

　王妃の傍近くで過ごすアネットの視界には、毎日のようにアルの姿が入ってくる。

　……なるほど、彼はこの上なく魅力的だ。

　この国の賢者たちが脱帽するほど博学で、語学も堪能だ。見た目は比類なきほど美しく、近日中に王位を継承することが決まっている。要は、完璧すぎる男なのだ。

　とは言っても、アネットに対する彼の振る舞いはあまりに失礼だった。愛を誓っていない相手に、断りもなくキスをするなんて、失礼を通り越して暴力じゃないかと思っている。

　だから、アルが言っていたように彼の味方になり切るのは、今のアネットにはむずかしかった。毎日、次期国王の悪い噂が耳に入ってきて、その度にネガティブな感情に拍車をかける。

「……ねぇ、アネット。ルドルフ王子の噂、聞いた？」

　王妃の寝室のクローゼットの整理をしていると、先に別の作業が終わったローラが話しかけてきた。

　彼女は十人近くいる王妃の侍女の中でも年齢が近く、とても親切な先輩だ。王妃のお抱えのデザイナーや輸入業者などとのやり取りを担当しているから、城の内外の情報に精通している。

「王子の？　知らないわ」

「みんなが噂しているわ。留学先で何人も愛人がいて、もう隠し子までいるんですって！」

「愛人に、隠し子……!?」

　そのショッキングな単語を聞いた途端に、アネットは美しい顔を歪ませた。

（うぁ……あいつ、思った以上にサイテーじゃん）

　サイテーな遊び人であれば、アネットにああいう態度を取ったのも理解できた。

「アルニアって、ここに比べて自由でしょう？　いつの間にか、アルニア貴族以上の遊び人になっちゃったみたいよ」

「あー、そうかもね……ルックスがいいから、女性には困らないでしょうね」

　手を動かしながら生ぬるい返事をすると、ローラの口調は勢いを増した。

「アネットみたいに美人だったら、王子様のお手付きになっちゃうわよ。気をつけなきゃダメ！」

　ヴォンデンブルグの貴族の娘なら、ローラのような反応をするのはごく当たり前の話だ。それを見ると、自分がソフィアから怒られたことを思い出す。

　確かにアネットも、アルに対しては怒っている。

　大して親しくもないのに、彼はこの国の常識を超えるぶしつけなことをした。その行動を裏づけるような話なのに、どうしても違和感を覚えてしまう。

（……これから王位に就こうとする人が、そういう馬鹿な行動をするかしら？）

　ローラの噂話を聞きながら、アネットは思いを巡らす。

　現国王・カール二世の直系男子は一人しかいない。順当にいけば、王位継承権第一位を持つアルが次期国王になるが、国内には他の王族を推す一派がいるらしい。

　王位継承権第二位にはカール二世の王弟であるオーヴィッツ公爵、第三位にも王弟・オットマール公爵が控えている。古参の貴族たちの支持が篤い二人に比べて、王妃の祖国であるアルニア王国の色が強いアルの評判が芳しくないのはわかる気がした。

　ローラと一緒にクローゼット周りの整頓を終わらせ、バルコニーのテーブルに花を運ぶと、裏庭に現れた人影に気づく。

　噂をすれば何とやら……アルとオットマール公爵が、並んで歩いているのが見えた。王族たちの力関係はわからないけれど、たぶんオーヴィッツ公爵よりはオットマール公爵の方が、幾分かはアルに好意的なのかもしれない。

　笑顔で語り合う様子にホッとしてしまう自分に、アネットは困った表情をした。

（な、なに、私!?　心配なんかして……あいつのことなんて、どうでもいいんだからね！）

　少しばかり火照った頬を、風がゆっくりと冷やしてくれた。










　――数日後、国王が主催する舞踏会が、城で催された。

　給仕をする使用人への指示出しは、ベテランの侍女が担当する。新人侍女のアネットはあまり目立たないように、会場の隅で皆が踊るのを見つめている。

　今回は二週間後に迫った戴冠たいかん式前に、各国大使や有力貴族たちに次期国王のお披露目をする大切な宴だ。そうした政治的な背景ゆえに、アネットが見知っている南部地方の夜会とは、規模も格式も段違いだった。

　その上、ローラの情報によると、独身の新国王のお妃選びの場でもあるらしい。

「ねぇ、知ってる？　今夜も、外国のお姫様が何人も来ているのよ。あの噂のせいで、親御さんたちはあまり乗り気じゃないみたいだけどね」

「まぁ、そうなのね」

「だって、イヤじゃない？　運良くヴォンデンブルグの王妃になれたにしても、愛人がいて隠し子がいたとしたら面倒じゃない？」

「そうよねぇ……」

　気のない返事をしても、隣のローラは暗にアルを批判し続ける。

（……でもさ、アルってホントにそんなに馬鹿なヤツ？）

　ローラがアルを罵るたびに、アネットは違和感に襲われる。

　デメリットが多い行動の裏には、それなりの理由がある気がしてならない。なぜなら、アネット自身も非常識なことを繰り返してきたが、それには色々わけがあったから。

　ソフィアに幸せを掴んでほしくて、あえて自分を落として彼女を引き立てるように計算して行動した。今のところ、その効果は残念ながら証明できていないが。でも、何も考えていなかったわけではない。アネットの一連の行動の裏には、確固たる目的があったのだ。

（もし、私と同じだとしたら、アルの目的は何なのかしら……？）

　幾重ものクリスタルが連なるシャンデリアの下にいるのは、今夜の主役――次期国王になることが決定しているルドルフ王子だった。

　今夜の彼の装いは、王族の正装である陸軍の軍服である。長身で均整が取れた体形に、濃紺に白を基調とした制服は、まるで彼のためにデザインしたようにぴったりと似合っている。

　どんな噂があろうとも、アルがこの場にいる男性の中で一番魅力的だという事実に変わりはない。そんな彼にキスされたことを思い出すと、アネットの頬は一気に熱くなった。

　ワルツの踊り手たちを掻き分けて、彼が真っ直ぐに近づいてくると、アネットの胸の鼓動は一気に跳ね上がった。

「……踊ってくださいますか？　コンラート伯爵令嬢」

　返事を待たずして、アルはアネットの手を取った。

「えっ、な、に……っ、ちょっと……！」

　パーティーの主役である王子に誘われるのは、関係国の王女だと相場が決まっている。

　そうでなくとも、お妃候補と目される女性はたくさんいる。たかだか新人侍女のアネットと踊っても、アルにとって何のメリットもないはずなのに。

　戸惑う彼女に、アルは小声で命令してきた。

「……黙って、俺と踊れ」

　上からの物言いにイラっとしたものの、何か考えがあってのことだと思った。

　招待客全員の視線が集まってくる中で、アルのリードに任せて踊り始める。

　チェンバロと弦楽器が重なり合って紡ぐ円舞曲は、これまで幾度となく踊ってきた曲だ。だけど、ここまで居心地が悪い状況は初めてだ。

（うぁ……なんか、睨まれてるし！）

　くるくるとフロアの中央でターンすれば、美しい貴婦人たちの強い視線に晒される。

　悪い噂や醜聞にまみれたアルだが、それを含めても十分に魅力的なのだろう。イヤイヤ参加した女性でも、その姿に一目惚れしてしまったパターンもあるかもしれない。

　そんな女性たちに申し訳なく思うほど、曲が何度変わってもアルはアネットを放そうとはしなかった。

　さすがに、ずっと踊っていると息が上がってくる。そんなアネットの様子に気づいて、ようやくアルは曲の切れ目で彼女を解放して、飲み物を取りに行ってくれた。

「バルコニーの端で待っていろ」

　他の令嬢たちを一顧いっこだにせず、そんな人気のない場所に呼び出そうとするアルに、アネットは抗議の言葉を口にした。

「……あんた、自分の立場、わかってるわけ？」

「もちろん」

「だったら、少しはお妃候補としゃべってあげなさいよね」

「そんな余計なこと、心配しなくてもいい」

　周りの空気を読んで慄いているアネットに対して、アルは美姫たちの舐めるような視線に興味がなさそうだ。

「……余計なことって。自分の評判とか体裁とか、少しは真面目に考えなさいよ」

「へぇ……君の口から、評判とか体裁とか聞くことになるとはね」

　皮肉な物言いに、アネットは不機嫌そうに唇を尖らせる。

　婚約破棄の件を知っている相手に、その意味を問いただすのは野暮な話だ。確かに、ソフィアにお小言を聞かされても、アネットはほとんど反省することはなかったから。

「じゃあ……いつまで、私はあなたの相手をしなきゃいけないの？」

「そんなこと、わかってるだろう。俺が満足するまで、だ」

「傲慢な男ね！」

　会話の最中に視線を感じて振り返ると、誰もいないと思っていた窓際に着飾った令嬢たちが鈴なりになって集まっていた。

　アルとアネットのことが気になって、わざわざ移動してきたのだろう。こちらの様子を恐る恐るといった様子で、ちらちらと窺っている。

「ほら……あなたのお妃候補たちがあんなところに！」

「……君は、周りのことばかり気にしているな。最初に会ったときも、ソフィアって友達のことばかりだ。俺のことをもっと見てもらうには、どうすればいいんだ？」

　甘い囁きと共に肩を抱き寄せられると、アネットは唖然とした。

（無礼で傲慢でサイテーな男なのに、イヤなはずなのに……！）

　でも、アルに触れられてもイヤじゃない。

　冷静に考えたら、目の前にいる男は極上の獲物に違いない。有り余る悪い噂にかかわらず、彼と話したくてウズウズしている令嬢たちがいるのは、彼が持つ魅力の証明ではないだろうか。

（……アルは人としてはイヤな奴だけど、男としては最高なのよね……）

　今夜、アネットが選んだドレスは、侍女という身分から肌の露出は控えめだ。それでも肩の辺りは薄手の素材なので、アルの手のぬくもりにドキッとしてしまう。

　熱いキスをされた時のことを思い出すと、得体の知れない欲望が肌を火照らせて困ってしまった。

「アネット……後で、君の部屋に行ってもいいか？」

　その言葉に、アネットは彼を見つめたまま黙って頷いた。

　断る理由はどこにも見当たらない。どうしても誰かと結婚しなければいけない、とは思っていない。それよりも、南部地方に戻ったときに唯一無二の存在になれる「国王のお手付き」ポジションは、喉から手が出るほど欲しかったものだ。

（悪い噂ばかりなのは、私も同じだし……）

　アルの振る舞いの中に、アネットは変な連帯感さえ持ち始めていた。

　きっと、自分たちにどこか似た部分があるからかもしれない……ここしばらく、ソフィアのために悪女を装っているアネットは、その理由に薄々気づいていた。










　――舞踏会がお開きになったのは、日付が変わる直前のこと。

　ヴォンデンブルグ王室主催の宴とあって、北部地方の名産である葡萄酒がふんだんに振る舞われ、美食で知られるアルニアの宮廷にも引けを取らない豪奢ごうしゃな食事が有り余るほどに提供された。

　各国からの招待客たちは、この上なく愉快なひと時を過ごしたことだろう。客たちが寝泊まりする部屋は、城のすぐ裏手にある離宮に用意されることが決まりになっている。同じ建物に留まらせないのは、万が一の事態を避けるためという警備上の理由からだろう。

　宴に限らず、夜間も主翼にある王族の寝室の傍近くに残ることができる使用人はごく僅かだ。ローラを含めて王妃付きの侍女のほとんどは、両翼の端に部屋を与えられている。

　それを考えると、アネットの寝室の場所は異例だった。最初からそれには疑問を感じていたが、今になってようやくその意味を理解する。

（……アルったら、きっと夜這いしてくるつもりなのよ！　私に一目惚れして、愛人候補としてここに呼んだんじゃないかしら？）

　だって、その証拠に彼は「後で部屋に行く」と言っていた。今夜こそ、本格的にアネットを口説いて、求愛してくるに違いない……そう思い始めると、ソワソワしてしまう。

　婚約破棄した過去から、純潔じゃないと心ない噂を流されたアネットだが、これまでに男性と夜を過ごした経験はない。

（ずっと一人かもしれないわ。だって、愛のない結婚なんてしたくないもの）

　アネットの父親は、領主であり有力貴族の一人だ。その一人娘のアネットは、誰かのためや何かのために結婚する必要はない。もし一生独身だったとしても、人生で一回くらいは魅力的な男に抱かれてみたい――そう思ってしまうのは、アネットが奔放すぎるからなのだろうか。

　この宮廷では、不倫は珍しいことではない。政略結婚を強いられる貴族は、結婚してから恋愛をすることがほとんど。そんな話ばかりを耳にしていると、結婚まで純潔を守り通す意味が理解できなくなった、というのが正直な感想だ。

（……本人がいいんなら、何があってもいいじゃない？　だって、ここは南部じゃなくて宮廷なんだもん！）

　微かな迷いを払拭すると、一気に気持ちが軽くなった。

　酔い覚ましに、窓を開けて外を見渡すとポツポツと点在する街の灯りが見えた。小高い丘の上に建つ城からはリンツの街並みのほとんどが見渡せる。

　灯りの一つ一つには、温かな家があるはずだ。富める者も貧しい者も各々の人生を愛すべき家族と共に暮らしているだろう。

　そんな様子を眺めていたアネットは、ふと自分の孤独に気づいた。南部地方の実家にいれば、両親がいるし愛犬のハンスがいる。すぐ隣の領土にソフィアがいるから、寂しさを感じる余裕さえなかった。

　……だけど、この宮廷には心を許せる家族も友達もいない。

　孤独を実感する中で、時間ばかりが経っていく。待ち人が来ないことに、アネットは苛立ちを感じ始めていた。

（アル……来ないつもりかしら？　いつまで待たせる気なのよ？）

　期待させるだけさせて、待ちぼうけをさせるなんて最悪だと思った。

　もう寝ようかと窓を閉じたところにドアのノック音がして、思わずギクッとする。

「……入っていいか？」

　確認するまでもなく、さっきから待ち侘びた相手だ。

　諦めていた客人の訪れに、アネットは慌ててドアを開けに行った。周りに気づかれないように、とアルを中に招き入れようとしたが、彼は入口近くで立ち止ったままだ。

「すまなかったな、さっきは」

　と、開口一番、アルに頭を下げられて拍子抜けする。

「さっきは、ずいぶんと居心地の悪い思いをさせただろう」

「えっ……？」

　傲慢かつ女たらしなヤツが頭を下げてくるなんて意外だった。口先だけではなく、本心から非を認めている様子に面喰らってしまう。

　きっと、これまで強引なアルを見慣れていたせい。有無も言わさず抱き寄せてきて、熱烈なキスでも浴びせてくるかと、微かな期待をしていたが、実際には甘ったるい空気は皆無だ。

「こっちにも、色々と事情があってな……また、なにかと失礼な振る舞いをしてしまうかもしれないが、これからも俺に協力してほしい」

　さっきの舞踏会の時のフォローを済ませると、あっさり部屋を出て行きそうな勢いだ。

（……っつーか、今のあんたの態度が一番失礼じゃん！）

　アルの身勝手な言い分を聞いたら、腹の辺りが急にむかむかしてくる。

　この男に何を期待していたのか、と憤った。夜這いはともかく、キスの一つくらいしてくるんじゃないか、と期待していたアネットは女としての自尊心を傷つけられた気がした。

「ちょっと、待ちなさいよ！」

　上着の袖を掴んで、無理にアルを振り向かせる。

「……何？」

　改めて問われると、言葉に詰まってしまう。

　罵詈雑言をぶちまけようと思っていたのに、至近距離で端整な顔を見てしまうと、その余裕はなくなった。

　聞きたいことは、山ほどあるのに。『色々な事情』っていうのが何なのか、女たらしという噂は本当なのか。そして……こんなにモテる男が、なんで田舎しか知らなかった自分みたいな田舎娘を傍に置きたいと思ったのか。

　後から後から湧き上がる疑問を口にするかためらっていると、アルの美しい顔から表情が消えた。

「……そんな目で、いつも男を見るのか？　こんなに夜遅くに、寝室に男が来ても動じないなんて……さすが、だな」

　冷ややかに問われて、アネットは戸惑った。

　確かに、この部屋は男性の訪問を許すのには適切な場所ではない。広々としてはいるが、寝室と居室が分かれていない。

　アルが中にまで入らずにすぐに帰ろうとするのは、そうした倫理的な理由からだろう。それをわざわざ引き留めるなんて、アネットは自分がわからなかった。

　言葉を詰まらせる彼女を、アルは不思議そうに見つめる。

「……なんで、この前、キスしたのよ……？」

　ずっと胸につかえていた疑問を、やっとの思いで口に出す。

「ああ、ここに来た日か」

　顔を赤らめて今にも泣きそうな彼女に、アルは少し驚いた様子で見つめた。

「……したいと思ったから、しただけのことだ。それ以上の説明が必要かな？」

「ひどい男ね」

「君にひどいって言われると、逆に誉められているような気になるからおかしなものだな」

「それ、どういうことよ！」

「南部地方で、一番美しくて一番ひどい女だって聞いている」

　それを聞いて、アネットは床に崩れ落ちそうになった。

　彼女が婚約破棄をしたことは、事実だから変えようがない。でも、そんな私情が入った噂までアルの耳に入っているのは相当なショックだった。

（腹立つわ！　きっと、あいつね……アルソワ男爵！）

　憎悪の念が沸くが、どうしても顔がぼんやりして思い出せない。

　取り巻きの青年たちの関心をソフィアに向けたくて、どうでもいい男と婚約してみただけ。かわいそうなことをしたと少しは反省しているし、こんなところで元許婚者の悪口を言うなんて最低だ。

　東方勤務であれば、もしかしたら一生ヴォンデンブルグに戻ってくることはないかもしれない。だが、再会することがあったら一発殴ってやらなきゃ気が済まない。

「君って人は、本当に……」

「……っ……！」

　呻くような呟きに続いて、急に肩を掴まれて熱烈なキスをされた。

　その瞬間、哀れな元婚約者への理不尽な怒りは一気に吹き飛んでしまう。

　……頭がクラクラするような陶酔を味合わせてくれたのは、アルが初めて。愛の言葉をくれなくても、どんな風に思われていても構わない。

　ただ、この極上の男に求められること――それが、アネットにとっての唯一の望みだった。

「……ひどい女だって聞いていたのに、な」

　至近距離で、独り言のようにアルは呟いた。

「君のことを抱きたくて仕方ない……こんな俺を、君は失礼な男だと思うだろうな」

　あまりに直接的な求愛に、さすがのアネットも頬を染めた。

　常識で考えたら、恋人でもない男性にそんなことを言われるのは恥ずべきこと……でも、アネットは微かに残る倫理観を捨てたくなった。

「俺のものになれ、アネット。俺以外の下らない男に抱かれるより、俺の方がいいに決まっている。俺は、いずれこの国の王になるんだからな」

　そんな不遜で身勝手な言葉にも、どうしようもなく体が火照ってくる。

　口説き文句に権力をちらつかせるなんて最低だが、そんなヤツの求愛を拒めない自分だって最低だ。観念して、アネットは小さく呟いた。

「わかったわ……好きにしなさいよ」

　震える唇を再び奪われると、さっきよりも強烈な陶酔がアネットを包み込んだ。










　――唇を重ねながら、もつれるように寝台に倒れ込んだ二人。

　何度も角度を変え、互いの熱を確かめるように求め合ううちに、アネットはすっかり興奮していた。

　薄絹のネグリジェの下は、お気に入りの香りの他には何も身につけていない。寝るときは、必要以上に肌に癖をつけたくないから、いつもそうしている。

　だが、今夜ばかりはせめてドロワーズだけは穿いていればよかったと反省した。彼に触れられる興奮に下肢がジクジクと熱くなって、太股の内側に溢れる蜜の熱さを感じてしまったからだ。

「どこまでも色っぽいな、君は」

　胸元のリボンを解くと白く豊かな谷間が、アルの興奮を煽ったようだ。

「本当に、後悔しないな？」

　確認するように尋ねられると、アネットは鼻で笑った。

「……何を言ってるのよ、今更」

「アネット」

「怖気づいたとしたら、あなたのことを軽蔑するわ」

　挑発的な言葉とは裏腹に、アネットの緑色の瞳は未知の行為への不安に微かに揺れる。

　首筋に余すところなく接吻され、はだけたネグリジェから豊かなまろみの形を確かめるかのように揉まれると甘い声が漏れてくる。

　それと同時に、アルは彼女の手を取って己の昂ぶりに触れさせた。

「あっ……」

　粘膜の生々しい感触と人の皮膚とは思えない熱さに、ビクッと震えてしまう。

「もしかして、男に触れられるのは初めてなのか？」

　慣れない仕種に、アルは彼女がまだ純潔なのだと気づいたのだろう。

　無言のままで頬を赤く染めるアネットの反応に目を細めると、アルは彼女のネグリジェの裾をたくし上げ、露わな下肢の合間に指先を忍び込ませる。

「あ、だめっ……そんなところ！」

　慌てる理由は、一つしかない。肉体の奥に隠された花園は、キスと軽い愛撫だけでしっとりと濡れていたから。

　こんなこと初めてなのに感じすぎていることを、アルに知られるのが恥ずかしかった。

　アルは花弁の形を確かめるようにそっと表面を触れていたが、それだけでは飽き足らないようで、ゆっくりと花弁を両側に開いて奥に侵入した。

「……うぅっ、あ、あっ……っ！」

　初めて肉体を拓かれる感覚に、アネットは喘いだ。

　痛みを感じるよりも先に、浮かされるような熱が肉体を苛んでいた。

　まるで、自分の肉体が自分のものでなくなったみたい。彼に色々なところを触れられ、恥ずかしい場所を拓かれてもイヤじゃない……それが、何より恐ろしい。

　内側に入り込んだ指先が浅くゆっくり抜き差しを始めても、拒否することはできなかった。

「どうした、こんなに濡らして？　まるで、森の泉みたいに透明な液が溢れているぞ」

「んっ、いやっ……」

　拒絶は口先だけだと、アルはきっと気づいている。肌の熱さや敏感な部分の反応は、触れられれば隠しようがないから。

「……もっと濡らせば、俺が入ることもできるかもしれないな」

　そう言うや否や、アルは彼女の足を抱え上げて濡れそぼった花園に顔を近づけた。

「あ、やぁ……！　恥ずかしいっ……！」

「下着もつけないで、こんな時間に俺を部屋に入れたんだ。それこそ、今更だとは思わないか？」

　揶揄するような言葉の後に、アルの唇は濡れた秘部に触れた。

　音を立てて甘い蜜液を啜られ、舌先でなぶられる。

「んっ、ああ、あ……んっ」

　部屋に満ちる淫猥な水音に羞恥を煽られてしまうが、快感の方が勝っていた。自分でもじっくりと見ないような部分に与えられる感覚は、アネットの体をいっそう燃え上がらせる。

　アルの丹念な愛撫で、体の奥深くが疼いて苦しいほどになった。

「……ん、ふっ……、あっ、はぁ……」

　明らかに感じている喘ぎに促されたか、アルは舌ばかりではなく指も使ってきた。小さなしこりのように尖ってきた淫核をいじられると、アネットは悲鳴じみた声をあげた。

「ひゃ……っ！　あぁ、んっ……ッ!!」

「ここが、いいんだろう？」

「あ、いっ……、いやっ、だめ……ぇッ!!」

　官能が凝縮した宝珠と、蜜壺の内側――敏感なところを同時に刺激されれば、正気のままではいられない。

　得体の知れない切迫感に襲われ、アネットは一気に悦楽の頂上へと上り詰めた。頭の中がぼんやりして、肉体だけが別のもののように蠢く。

　そんな彼女の反応を見て、アルはほくそ笑んだ。

「ずいぶんと、よかったみたいだな」

　そんな風に指摘されると、恥ずかしさのあまり泣きそうになる。
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　いつもは強気な女性の乱れる姿を見たら、もっと乱してやりたいと思うものなのだろうか。すっかり潤んだ彼女の秘所に、アルは限界まで張りつめたものを当てた。

「あ、ああっ……！」

　その熱さに、アネットは大きく目を見開いた。

　さっきまであてがわれていた指よりもずっと太くて熱い肉剣が、無垢な花弁の中に埋められていく。

　十分すぎるほど濡れていても、彼女にとっては初めての交わり。アルは優しく首筋にキスを降らし、なるべく苦痛を与えないように気遣いながら、ゆっくりと時間をかけて挿入を深めていった。

「あぁ……っ、んん……っ」

　どこまでも熱い塊と自らの粘膜が擦れる感覚に、アネットは切なげな吐息を漏らす。

「苦しくないか？」

　火照った頬を撫でながらアルが尋ねても、返事はなかった。

　その様子に指先で花芯をいじってやると、彼女の口から小さな悲鳴が上がった。

「やっ……だめっ、アル、そこ、はっ……！」

「……やっぱり、ここがいいんだな？　中が、ヒクついているぞ」

　煽るような囁きが、官能をさらに昂らせていく。

「アル……ッ、いやぁ、ん……っ！」

　泣き声は、次第に喘ぎに変わる。

「あ、あんっ！　アルッ……！」

　ゾクゾクと湧き立つような快感が、アネットの全身を走り抜ける。何度も彼の名を呼びながら、二回目の絶頂を味わっていた。

「ア、ネット……！」

　狭い肉壷の熱いうねりに促されるように、アルも勢いよく腰を打ちつけて一気に爆ぜた。

「はぁ、んん……っ」

　ドクドクと子種を注ぎ込まれる感覚と最後の蠢きに、小さな快楽が泡のように湧き起こっては消えていく。

　若い二人の欲情は、一度の契りだけで尽きることはない。パーティーの酔客たちが全員深い眠りについてから、夜が明けるまで何度も何度も飽くことなく愛し合った。










（……こんなこと、一度きりかも）

　そんなアネットの不安は、払拭された。

　契りを交わした夜から、連日のようにアルは彼女のもとを訪れることになった。周囲を気にしない度重なる逢瀬に、二人の関係に気づいた者もいるかもしれない。

　無論、未婚の王子がすることだから、咎める者は誰一人いない。とは言っても、アネットの方はその大胆な行動に肝を冷やすことが多くなった。

　慣れない環境で、早々に「新国王の愛人」の一人にカウントされるのは、なかなかのプレッシャーだ。

　アルを密かに狙っている女性は多く、先日の舞踏会で目立ってしまったアネットは、宮廷の中で敵意ある視線を浴びせられることもあった。

（ソフィアに会いたいな……）

　聞こえてくる陰口にくじけそうになるたびに、そう思った。

　毎週のようにアネットは手紙を書き、ソフィアからの返事が来ると何度も読み返した。

　ソフィアの日常は何一つ変わらないし、文末が「アネットに幸せが訪れますように」と締めくくられているのも同じだけど、彼女の美しい筆跡を眺めるだけでささくれた心が落ち着く気がした。

（私のことよりも、そろそろ自分の幸せを考えてほしいわよねぇ……）

　お人好しのソフィアのことを懐かしく思いながら、アネットは微笑んだ。

　いつか……遅かれ早かれ、アネットは南部地方に戻ることになるだろう。その時に、ソフィアが意中の男性を紹介してくれたら、それがアネットにとって最高の幸せになるというのに。

（……私は、結婚なんてもう無理だけど……ソフィアだけは、ね）

　純潔を失った彼女にとって、ふつうの結婚を望むことはむずかしい。

　そもそも、愛のない結婚に興味がないから絶望しないし、「新国王の愛人」という箔をつけて南部地方に凱旋するのは計算通り――唯一、計算通りに行かないのは、自分の心が思いのほか不安定だということだ。

　彼の訪れが一日途切れるだけで、どうしようもなく心が揺れた。アルも戴冠式の直前は多忙だから、女にうつつを抜かしている暇はないのかもしれない。

　……事情はわかるけれど、一人で過ごす夜は何だか寂しかった。

（私のこと、忘れているわけじゃないわよね……）

　ふと不安を感じることもあるけれど、少なくとも宮廷の中には他の女性の影はないようだ。

　アルがアネットのことを気遣ってくれているのは、その行動でわかる。文を交わし合うようないかにもロマンチックなことはないが、不意に小さな贈り物を届けてくれることはあった。

　珍しい色合いの花だったり見た目が美しい菓子だったり、届けられるプレゼントの種類はその時々で違う。どれも、アネットの好みに合うものばかりだ。

　執務に追われるアルとは顔も合わせない日はあるが、そんな時はアルから貰った青い花を押し花にした栞を見ているだけで心が満たされる。

（今夜は、来てくれないのかしら……？）

　催し事がない城の夜は、いつもよりも静かでどうしようもなく長く感じる。

　そんな時は、書斎から借りてきた本を読み進める。栞の花に目を移すと、慣れない生活で感じる孤独が少しだけ癒される気がした。










「……あら、珍しいわ。バレル男爵夫人がいらっしゃるのね」

　招待客リストを確認していたローラが、ぽつりと呟いた。

　来週、この城で開催されるのは新国王のお披露目パーティー。戴冠式の日の夜というだけあって、他国の来賓の顔ぶれが豪華で、招待客は前回の倍もいるらしい。

　長いリストの中で、わざわざローラが目を留めるからには、その貴婦人は何かいわくがあるに違いない。

「バレル男爵夫人って？」

「あ、いえ……」

　一瞬視線を迷わせ言いよどんだローラだが、アネットの強い視線に晒されて観念したのか、溜息混じりに白状した。

「……ルドルフ王子の留学時代の元恋人よ。一番長い付き合いだって聞いたわ」

「そう……なの」

　アネットは、それ以上のことを聞かずに話を逸らした。

　その男爵夫人とどんな関係なのか、不倫の恋愛をしていたということか……聞きたいことは山ほどあるけれど、アネットが興味を示してしまえば隙を見せることになる。アルと関係を持ってからは、口が軽いローラを、アネットは警戒していた。






　それに、これ以上のことを追及したところで、いったい何になるだろう。アルに関して流れている噂を考えたら、元恋人の一人や二人、名前が出てこない方が不自然だ。

　彼の留学先は享楽的な空気があるアルニア王国で、不倫の恋が多いのはごく当然の話。留学中のアルが人妻を好きになったとしても、おかしな話ではないと思った。

　とは言え、ローラの情報が本当かどうかはわからない。アルとの関係が本当かどうかを確かめるために、話をでっち上げているだけかもしれない。

　ローラの話を完全に信じるのは、バレル男爵夫人という女性が城に現れてからにしようと思った。










　心にわだかまりがある時、文字にして自分の気持ちを書いてみるとすっきりするもの。ソフィアへの手紙を何度も書き直してようやく書き終えた頃には、かなりの長文になってしまっていた。

　これまでは、ソフィアに当たり障りのないことしか連絡しなかったが、バレル男爵夫人のことを聞いてから一人で悶々としてしまって、意を決して打ち明けることにした。

　ふとしたきっかけである男性と出会い、深い仲になったこと。その相手は他にも女性がいるようで、そのうちの一人と顔を合わせることになるということ……。

　もちろん、アネットだって最低限のマナーは守っている。相手の名前や地位を伏せたから、途中で手紙を誰かに見られることがあったとしても、アルに迷惑が及ぶことはないだろう。

「でも……なかなか返事が来ないのよね」

　と、アネットは唇を尖らせた。

　手紙の配達については近衛兵の新人が、日替わりで担当している。王族が差し出すような緊急性が高い手紙だと直接現地へ赴くこともあるが、さほど重要でないものについては宛先を確認して、郵便業務を請け負っている業者が城に来た時に手渡すだけだ。

　手紙はリンツの近郊であればすぐに届く。ただ、地方に送る場合は乗合馬車に引き渡されることになるから、配達されるのは早くても一週間ほどかかってしまう。天気や馬の調子が悪ければ、もっとかかるかもしれない。

　今日の配達担当は気が良さそうな赤毛の青年で、手紙の宛先を確認すると申し訳なさそうに言った。

「南部地方なんですね。この辺りまで行く馬車が出るのは、残念ですが一週間後ですよ」

　そう聞いて、アネットは肩を落とす。

「そう、ですか……」

　これまで書き溜めた実家宛ての手紙と、さっき書いたソフィアへの手紙。その住所と宛先を台帳に記帳するうちに、青年の表情が変わった。

「……えっ！　アネット様は、クルムバッハ侯爵令嬢とお知り合いなんですか？」

　思いがけずソフィアの名に反応した近衛兵に、アネットは驚きを隠せなかった。

「あなたこそ、ソフィアをご存じなの!?」

　そう尋ねると、彼はソバカスが多い白い顔を赤らめた。

「……じ、実は叔母が南部地方にいまして……この前、たまたまバザーに遊びに行ったら、クルムバッハ嬢とお話する機会があったんですよ」

「まぁ、そうだったのね！」

「純粋で優しくて……本当に、素晴らしい女性です。南部地方の慈善事業には、必ず参加されているとか……あの方のお友達とこの城でお会いできるなんて、光栄です……！」

「ソフィアのこと、そんな風に言ってくれるなんて！　私こそ、光栄だわ！」

　家族同然に親しくしている友人を褒めてくれる誰かが、南部地方から遠く離れたこの城にいるなんて誰が思うだろう？

　あまりにもうれしい偶然に、さっきまで赤の他人だった近衛兵の手を熱っぽく握りしめた。手を握られて驚いた様子の青年だが、アネットをさらに喜ばせる提案をしてくれた。

「あの……差し出がましいようですが、もし宜しければ自分が直接、お手紙をご実家とクルムバッハ嬢にお届けしましょうか？」

「えっ、ホント!?」

「明日は非番で、特に予定もありません。天気も良さそうだし、小旅行のつもりで遊びに行ってきますよ！」

　乗合馬車だと毎日出ないし、運よく乗り込めたとしても、各地で待ち時間があるため到着時間やこちらに戻ってくる時間が読めないのが難点だ。

　ただし、天候に恵まれた日に若い近衛兵が馬で駆ければ、南部地方は半日あれば行き来ができる距離でもある。もし、本当に遠乗りがてら南部地方に行ってくれるなら、それ以上のことはなかった。

「ありがとう……！　なんて、お礼をしたらいいかわからないわ……ええっ、とお名前を伺ってもよろしくて？」

「大変、失礼いたしました！　私は、ハンス・フォン・ダルク。階級は、陸軍少尉でございます！　以後、お見知りおきを！」

　愛犬と同じ名前を聞いて、一気に親近感が増す。

　ソフィアとお近づきになりたいダルク少尉のお陰で、幼馴染みとの文のやり取りはスムーズにできるようになった。










　ハンス・フォン・ダルク少尉は、律儀な男だった。

　翌日、朝一番で南部地方に赴き、ソフィアにアネットの手紙を渡すと、ソフィアが返事を書いている間にコンラート伯爵に手紙を持って行った。日が暮れる直前には、リンツに戻ってアネットにソフィアの手紙を渡してくれた。

「ありがとう、ダルク少尉！　こんなにすぐに返事がもらえるなんて……！」

「ハンスって、呼んでください。ソフィア嬢と再会させてくれたキューピットのあなたとは、いいお友達になれると思います！　クルムバッハ侯爵夫妻も、とても親切にしてくださって……！」

「キューピットって……！　えっ、あなた、ソフィアのこと……？」

　ハンスは茹でたニンジンみたいに顔を赤らめた。

（まぁ……！　あのソフィアが、男性に気を許すだなんて！）

　アネットは思いがけないところで、長年の夢が現実になる予兆を見た。

　貴族社会では、男性が女性の家族に気に入られるのは結婚に向けての第一関門だ。ハンスは近衛兵に抜擢されるだけあって長身だし、赤毛とソバカスに目が行きがちだけどよく見ると顔立ちは整っている。

　クルムバッハ侯爵夫妻に気に入られたと聞けば、ソフィアの心が傾くのも時間の問題だ。

「ありがとう、ハンス！　お似合いのカップルになりそうね！」

　驚くハンスに感謝のハグをして、アネットは手紙を手に鼻歌を歌いながら自室に戻った。










　自室に戻って、アネットはソフィアの手紙を読み始めた。

　ソフィアはアネットが恋をしていることを我が事のように喜び、ライバルの存在については励ましの言葉をかけてくれた。

『大丈夫！　あなたは誰よりも魅力的よ。他の女性よりもずっと美しくて賢いアネット、そんなに悩まないで。いつか、彼はあなたの良さに気づくはずだから』

　アネットは、その一文を何度も何度も読み返した。

　同じような言葉で励ましてくれる人は、この世にはたくさんいるかもしれない。でも、ソフィアの誠実さを知っているからこそ、彼女がくれる言葉は胸に響く。

　ハンスは数日ごとに休みという変則的な勤務で働いているから、次の休みに合わせてソフィアに手紙を書くことになる。

　たぶん、その手紙の内容は戴冠式後のパーティーのことになるはずだ。

　ローラの話に嘘偽りがなければ、アネットはアルの元恋人であるバレル男爵夫人と顔を合わせることになるだろう。それを考え始めると、どうしても平常心ではいられない。

　ライバルと呼べるような存在は、これまでアネットにはいなかった。南部地方では大多数の令嬢たちから敵視されてきたが、アネットの方は彼女たちなんて眼中になかった。コソコソと人の悪口ばかり言っている小娘たちのことなんて、相手にするだけ時間の無駄だと思った。

　でも、バレル男爵夫人は人妻で、取るに足らない小娘ではない。将来性があって美しいアルみたいな男を虜にした、魔性の人妻だからどうしても気になってしまう。

（どんな方なのかしら？　夫がある身なのに、信じられないわっ！）

　夫人のことを考えると、思わず表情が険しくなる。

　どんな人なのか、何がアルの心を掴んだのか、どんな風に愛し合ったのか……そんな情報がどうしようもなく知りたかった。

　知ったところで何にもならないって、アネットもわかっている。それは、興味というよりは明らかに嫉妬だ。まだ会ったことがない相手をこんなに気になるなんて、愚かしいだけの話なのに……。

　いつも、時間があるときはアルの書斎で読書をするのが日課になっているが、こんな心境で彼がいるかもしれない場所に行くのは気が重い。外の空気でも吸ってこよう、と読みかけの本を一冊持って城の裏庭に出た。

　――ヴォンデンブルグの秋は、いつの間にか深まっていた。ついこの間まで緑色だった木の葉が、半分以上、黄金色に変わって自然が作る広大なキャンバスは輝きを増している。

　この城の庭は手入れが行き届いていて、庭の中央にある大きな噴水や優雅な東屋、直線的にカットされた低木や色とりどりの花が咲き誇る大理石の花壇が、散策者の目を楽しませてくれる。

　アルニア王国の王女だった王太后が輿入れする際に、カール二世が彼女の祖国の文化を取り入れようと造ったのがこの庭園で、左右対称の幾何学的なデザインは今では地方の有力貴族の屋敷にも取り入れられているという。

　そうしたモダンで洗練されている眺めもあれば、奥に広がっている丘には手つかずの自然もあった。野菜を作る菜園や、粉を挽くための水車、チーズが作られる小さな工場もあり、城の食卓に出る食べ物のほとんどはここで作られている。羊や山羊が点在する牧歌的な景色も、同じ場所で楽しむことができるのがいい。

　余暇に一人で庭の散策をするのは、アネットの楽しみだった。自然の中を歩いていると、何となく気分が晴れる気がする。

　庭園を抜けて裏庭を歩き続けると、木立の向こうに王族用の馬場が見えた。狩猟ができるほどの広さはないが、都にあるとは思えないほど広々としているスペースだ。城に勤める近衛兵の訓練などにも使われているらしい。

　そこには、騎乗している人々の姿が見えた。その中に、想い人の姿を認めて、歩みが止まる。

「アル……！」

　アネットは小さくその名を呟いた。

　カール二世と違って、アルは城に留まることをせずに、他の王族や大臣たちと外出や散策をしながらの話し合いを好んでいた。そんな外交の一環でもおかしくはないが、その一団の中に貴婦人も交じっているのが気になった。

「もしかして……男爵夫人……？」

　遠目にも、女性は優れた容姿をしているのがわかった。ワインレッドの乗馬服のウエストは驚くほどに細く、帽子から零れる金髪は陽を浴びてキラキラと輝いている。

　後ろに控えている者たちは、近衛兵の制服を着ているから護衛だろう。それを考えたら、実質、二人でデートしていると言っても過言ではない。

（ローラの話は、やっぱり本当だったのかしら……）

　噂好きのローラが言うことだから、男爵夫人の存在については半信半疑だった。でも、アルの隣に見知らぬ貴婦人がいるのだ。この件については、信じないわけにはいかない。

　アネットは感じていた。遠目にも、アルと夫人の間に流れる空気はただの知り合い程度では醸し出せないものだ、と。

（もし、あの方が男爵夫人だとしたら……元恋人だというのは納得だわ）

　思いがけず、アルと恋人の逢瀬を目の当たりにしたアネットは泣きそうになった。

　色々と勘繰られたくないから、アネットはローラを含めた侍女仲間たちには弱みを見せられない。

　城の主翼部が見える場所まで戻ると、東屋のベンチに腰を下ろした。城の中に戻るまでに、少し気分を落ち着けようと思って、手にしていた本を開く。

　ページの間には、先日受け取ったソフィアの手紙を栞代わりに挟んであった。アルに借りた難解な本を読み進めるのは後回しにして、手紙を読もうと思って取り出した。

　もう何度も読み返しているから内容はおろか、文面や文字の癖までも覚えてしまっている。でも、幼なじみの綺麗な筆跡を見ているだけで心が落ち着くのを感じる。

（……いいなぁ、ハンスは。休暇をとって、自由にソフィアに会いに行けるんだから）

　と、アネットは唇を尖らせた。

　侍女にだって、休暇を取る権利くらいある。ただ、休みを貰ったとしても自分の馬がないと、南部地方を往復するのは大変だ。しかも、二日以上の休みについては事前に王妃と第一侍女の許可が必要になるのが面倒だ。それを考えると、今のところはソフィアとのやり取りはハンスに頼むのが得策だった。

　ぼんやりと綺麗な字を目で追っていると、背後に人の気配を感じた。

「アネット、どうした？　奇遇だな」

　顔を上げると、アルがいた。物思いに耽っていたアネットは驚いて、肩をビクッと震わせる。

　よく考えたら、この東屋はちょうど馬場から城に戻る途中にある。乗馬を終えたアルがここを通りかかるのは不思議ではなかった。

（あー、私としたことが……）

　もっと探して休憩すればよかったな、と反省しまくっている彼女の手元を、アルは興味深そうに覗き込んでくる。

「え……、なにっ、やめてよっ！」

　万が一にでも、内容を読まれたら恥ずかしい。

　頬を赤らめて手紙を隠したアネットに、アルは怪訝そうな表情をした。

「手紙……？　俺に見られて、困るような内容か？」

「そんなこと関係ないわ！　あなたにチェックされる筋合いあるわけ!?」

「それは、ないが……」

　不服そうなアルに、アネットは不機嫌さを露わにする。アルが元恋人と乗馬デートしたところを見たばかりだから、平常心を保てるわけがなかった。

（いったい、どこの国の罰ゲームよ？）

　バレル男爵夫人がこの場にいないからまだいいけれど、腹の虫は収まらない。

　視線を彼から外したまま、アネットは吐き捨てるように告げた。

「今はあなたと話したい気分じゃないのよ……しばらくは一人になりたいわ。もう夜に部屋にくるのも、やめてもらえるかしら？」

「アネット……！」

　アルのお付きの衛兵は離れた場所にいるから、会話を聞かれる危険はない。それでも、一国の王となる彼を辱めるわけにもいかないから、最後の方は声を潜めた。

　怒りに燃えるエメラルドの瞳を見つめていたアルだが、少し悲しそうな表情で納得したように頷いた。

「……わかった」

　感情的に言い放った言葉に、抗議することもなくあっさりとアルは承諾したのだ。

　その事実は、彼女の心に不愉快な波紋をもたらした。城の主翼部分にアルと衛兵が入っていくまで、彼らの後ろ姿を凝視した。

（……なんてことを、言ってしまったの……？）

　堪えきれずに一筋零れた涙で、手にしていた手紙の綺麗な字がインクの色に滲んだ。

（こんなはずじゃなかったのに……）

　この城に来る馬車の中で、アネットは一つの野望を抱いたはず。新国王がどんな男か知らないけれど、絶対に自分の魅力で落としてみせるって。

　その野望を思い起こすと、微妙な気持ちになる。うまくいきかけていたアルとの関係を、自分の一時的な感情でゼロどころかマイナスにした。

　自分の愚かさを実感して、アネットは途方に暮れてしまった。

　さっきまで晴れ渡っていた空は鈍色に色を変え、風が強くなってきた。レースのハンカチで涙を拭った彼女の顔からは、いつもの強気な表情はすっかり消え失せていた。










　――戴冠式の晩、華やかな宴が始まっていた。

　ヴォンデンブルグ王家主催の宴を一度経験していても、今回の規模は段違いだ。関係国の王族の参列もあるからか、会場は見るからに高貴な空気をまとった人々で溢れかえっていた。

　もちろん、前回の舞踏会にも参加している顔ぶれも多い。この前、悪目立ちしてしまったアネットは、やんごとなき姫君たちの冷ややかな視線に晒されて肩身が狭い。

　これ以上、侍女の立場で目立つのは得策ではない。アネットはそう思って、母親が持たせてくれた地味な水色のドレスを選んでいた。

（……早く、パーティーが終わってくれればいいのに）

　そう思うほどに、気に入らないドレスと……先日のアルとの喧嘩は、アネットの心に影を落としていた。

（今日は、ずーっと壁の花だしなぁ……）

　そういうポジションに不慣れな彼女は、不服そうに唇を尖らせる。

　それに対して、周りの侍女たちはあれやこれやと噂話に花を咲かせて楽しそうだ。ごく一部の王太后の取り巻きだけが王族の席に近い場所に行くことができて、アネットを含めた若手は蚊帳の外だというのに。

「大丈夫、アネット？　顔色悪いわよ？」

　人間観察に余念がないローラだが、隣のアネットの様子を気遣ってくれた。

「平気よ。でも、たぶん早めに部屋に戻るわ」

「それがいいわ、だって……」

　彼女が途中で言葉を切ったのを見て、アネットは内心思った。

（……男爵夫人のことで、私が嫉妬しているって思ってるんでしょ？）

　バレル男爵夫人の件で、ローラの情報網が馬鹿にできないことはわかった。

　だからと言って、心を許すわけにはいかない。噂好きのローラにとって、新国王のお気に入りとバレル男爵夫人の三角関係は、とてもおいしいネタだ。最初に口を滑らせて以来、その件については口をとざしているが、それが友人としての優しさかどうかはわからない。

　パーティーの開始時間の直前に、バレル男爵とその夫人が会場入りした。

「まぁ……噂に聞いていたけれど、男爵夫人はお綺麗ね」

　無邪気にライバルを褒めるローラに、アネットは苛立ちを募らせた。

　確かに、彼女はこの会場に集ったどの女性よりも美しかった。南部で一番の美女と言われてきたアネットさえも、その美貌は認めないわけにはいかない。

　男爵夫人が身に纏うのは、レースのリボンに真珠があしらわれたロイヤルブルーのイブニングドレス。美しい上に立ち居振る舞いが優雅すぎて、アネットは目が離せなくなった。

（きっと、私だけじゃない。男の人は、あんな女性が好きなのよ）

　男爵夫人に魅了されている男性の筆頭は、今日、この国の新しい王となったアルに違いない。

　彼女に対して感じる嫉妬と羨望の両方の気持ちに、アネットは混乱している。

　こんな風に、自信がぐらつくのは初めての経験だった。これまでは男性を意のままに操ることができたのに、アルだけは思うように魔法をかけられない。

　……だって、悔しいくらいに今夜のアルは魅力的だ。大聖堂で戴冠式に臨んだ彼も素敵だったが、今の彼は王者の貫禄がすでに備わっていて、眩しいほど輝いて見える。

　そして、アルがバレル男爵夫人に挨拶する様子を目の当たりにすると、華やぎの最中にいる彼らへの僻みは最高潮に達していた。

（少しはわきまえなさいよね！　隣に旦那さん、いるじゃない！）

　男爵夫人を睨んだ瞬間、その隣にいたアルと視線が合った。いつも以上にキツい表情をしていたから、それを見られてギクッとする。

（き……気のせいよね……アルが私を見るわけがないわ！）

　こういう時ばかりは、自惚れすぎかと反省する。何百人もいる招待客の中で、アネットを瞬時に探し出せるわけがない。

　たぶん、アネットではなく会場にいる招待客たちを見やっただけだ。あまりに距離がありすぎるから、自分のことを見ているように思えただけ。

　アルと夫人から顔を背けた途端、ある若い男性と目が合った。

　この場に招待されているということは、それなりの地位がある貴族だろう。アルに比べたら誰もが凡庸に思えるけれど、今だけは自分に興味を持ってくれる男性の存在は必要不可欠だ。

　無邪気に微笑んで見せると、相手はわかりやすく頬を赤らめた。

「あ、あの……ダンスを申し込んでもよろしいでしょうか？」

　その男性――ユスホフ公爵がおずおずと誘ってくると、ボロボロになっていたアネットのプライドはようやく形を取り戻した。

（地味なドレスを着た私に声をかけてくるんなら、おとなしい女が好きなんでしょう？　特別に、今だけは合わせてあげるわ）

　まるで初めて舞踏会にデビューする乙女のように恥じらいを見せながら、アネットは彼に手を取られてフロアに躍り出た。

　すでに多くの男女が踊っていたが、アネットとユスホフ公爵の二人は目立っていた。

　前回の舞踏会に参加した人々にとって、アネットがヴォンデンブルグの新国王に口説かれていたことは周知の事実だ。そして、今夜のパートナーが関係国の公爵であれば、フロアを見守る人々の興味を引くのは無理からぬ話だった。

「誰なの、あの子？　ここにいるってことは、貴族なんでしょう？」

「どこか田舎でくすぶっていたのを、王族の誰かに引き立てられたって話ですわ。貴族の娘だとしても、実際は何をしているやら……」

「南部地方で事業をしている甥が言っていたわ。高慢なブルネットの女性がいるって！　たしか、侯爵家の令嬢よ」

「まぁ、そうなの？　田舎の令嬢が、城に潜り込んで男性たちの品定めをしているってことかしら？　まさか、そんな下品な方が国王陛下のお心を射止めたりしたら……」

「あら、正式なご結婚は、関係国の王女となさるわよ。でも、公妾こうしょうになる道もあるから油断できないわね」

　途切れ途切れに、陰口が聞こえる。後ろでコソコソしていれば聞こえないのに、わざと近くに陣取っているのがいやらしい。

　だが、そんな妬みにアネットは屈しない。むしろ、逆にエネルギーをもらった気さえする。

（噂好きは、無能な証拠だわ！）

　勝ち誇ったような微笑を、彼女らに投げかける。

　誰かの噂話と贅沢だけが趣味の貴婦人たちより、自分の方が与えられた人生を有意義に生きる自信がある。だって、彼女たちのように親が決めた婚約者と結婚するつもりはないから。

　ずっと独身でいるという選択も含めて、アネットは自分の人生の主役で居続けたい。もし、結婚するのなら……その相手は、アルであってほしい。昨日までは、心のどこかでそう思っていた。

　ただ、その希望はバレル男爵夫人を目の当たりにして打ちのめされた。

　アルの結婚相手は、男爵夫人ではないのは確かだ。宗教的な理由から婚姻歴がある女性は、王位継承権を持つ者の妻となることはできない。

　しかし、形式的に外国の王女を妻に迎えて、夫人を愛人として近くに置くことは十分可能だ。それは、アネットがこの宮廷で侍女として仕えていても、永遠に男爵夫人を嫉妬し続けることを意味している。

　そんなネガティブな妄想を糧に、アネットは続けざまに踊り続けた。










　――いったい、何曲踊ったことだろう？

　最初のパートナーであるユスホフ公爵とはたしか三曲だが、その後、別の男性に誘われて続けて踊りっぱなしだった。

　もはや自分の評判がどうなるか、気にする暇はなかった。だって、壁の花を続けていてもストレスが溜まるだけ。

　しまいには、息が切れて華奢なヒールをはいた足が痛くなった。そうなって初めて、ようやく踊るのをやめた。

「大丈夫ですか？」

　最後のダンスパートナーの男性が飲み物を取りに行った隙に、二番目に踊った男性が話しかけてきた。

　南部地方では慣れた状況だが、この城でこんなにチヤホヤされるのは新鮮だった。久々のモテ期を味わったアネットの機嫌は、さっきに比べて格段によくなっていた。

「慣れない靴で踊っていたから、少し疲れただけですわ」

「名を覚えていてくださって光栄です、アネット嬢。そこに座って、少しお話でも……」

　と、誘ってきたロスデール伯爵は、アルニア王国の貴族だと聞いて興味を惹かれた。彼に促されるままに、アネットは窓辺のソファに腰掛ける。

　楽団たちの小休憩の後、再び軽やかな音楽が満ちたフロアでは、まだ何組もの男女が踊っている。それを周りで眺める者たちやブッフェテーブルの周りに陣取っている者たち、各国の王族に取り入ろうとする閣僚たちの姿を眺めながら、アネットは葡萄酒のグラスに口をつけた。

（ああ……いやなものを見ちゃったわ……）

　煌々と輝くシャンデリアの下では、アルが男爵夫人と踊っていた。その様子は現実離れした美しさで、嫉妬さえも忘れて見惚れてしまった。

「……アネット嬢、バレル男爵夫人がそんなに気になりますか？」

　傍らに腰かけたロスデール伯爵が苦笑した。

　彼が一生懸命、祖国の自慢話をしているのに、全然関心を示さなかったことにアネットは気づく。

「ああ、ごめんなさい！　だって、あまりに素敵なんですもの。国王陛下も男爵夫人も……」

「たしかに、彼女は美しい。でも、私の目にはあなたのほうがずっと魅力的に映りますよ……アネット嬢」

「あら、お世辞でもうれしいですわ」

　アネットは、上目遣いで伯爵に思わせぶりな視線を送った。

　こんな風に口説かれれば、悪い気はしない。でも、どんなに口説かれても、アネットの興味はフロアの中央に行ってしまう。何度見たところで落ち込むだけなのに、どうしても彼らの姿を目に焼きつけたくてたまらない。

（バカね、私……）

　心の中で、自虐の言葉を吐いた。

　バレル男爵夫人を見ると、男性にチヤホヤされて底上げされたプライドが急降下する。彼女の身のこなしは、アネットの何十倍も優雅でステップは軽やかだ。ヴォンデンブルグの王位に就いたアルの恋人にふさわしい気品を兼ね備えているのは、自分よりも彼女だって心底わかった。

　ヴァンデンブルグは爵位を買う新興貴族が多いが、アルニアは古きしきたりを守っていると聞く。爵位を持った人々の中には、王族にも負けないほどの権力を持つ者もいる。

　きっとバレル男爵も裕福な貴族で、そうした貴族と結婚した夫人もやんごとなき出自なのだろう。

（結婚前に出会っていたら……アルは、あの人と結婚したかしら？）

　横にいるロステール伯爵が、自分の領土の葡萄畑を自慢しているのをぼんやり聞きながら、アネットはフロアにいる二人がこれまでどんな風に過ごしたのかを想像した。おもむろに脳裏に浮かんだアルニアの田園風景が、叶わぬ恋への諦めで一気にセピア色に褪せていく。

　アルにばかりうつつを抜かすのは愚かしいってわかっている。ロスデール伯爵のように自分の財産を事細かに開示して口説いてくる男もいれば、アネットと話をする機会を窺っている男性もちらほら見受けられる。

（でも……ドキドキしなかったわ）

　アネットは、小さく溜息を漏らした。

　この前のパーティーでは、アルに手を取られた瞬間、おとぎ話のヒロインになった気分がした。ときめきを通り越して、まだ純潔だったのに下肢が疼くほどの興奮があった。ダンスをするだけであんな気持ちにしてくれる男は、これまでもこの先もアル以外にいない気がした。

　途方に暮れる。

（こんなとき、ソフィアだったらどうするのかな……？）

　不意に、幼なじみの微笑みが脳裏に過ぎった。

　ソフィアのアドバイスはとても的確だ。アネットが何かに迷っていると、幼馴染みはいつも新しい考え方や解決法のヒントを与えてくれた。間違っていれば怒るし、正しければ後押ししてくれる。

　だから、彼女のアドバイスは、恋の悩みに立ち止ってグルグルしているアネットに光を与えてくれるかもしれない。

（手紙じゃなくて、直接会えればいいのに……）

　ロスデール伯爵の自慢話にうんざりしたアネットは、体調が優れないと嘘をついて、こっそり部屋に戻ることにした。

　会場から出ようとしたところで、背後から男性に呼び止められる。

「アネット嬢！　ごきげんよう」

「……ああ、ビックリした！　ハンス、あなただったのね……」

　パーティーの場であっても、近衛兵が王族の身辺警備をするのは当然の話だ。

　ヴォンデンブルグの場合は、制服の兵士を配置するだけではなく会場に身を潜めて警護をしている私服の兵士もいる。

　今夜のハンスは、後者の役割のようだ。ふつうの青年貴族の装いをしているから、一瞬誰だかわからなかった。

「さっきのダンス、素晴らしかったですよ！　あんなに何曲も続けて踊り続けられるなんて、タフだなぁー！」

　呑気に笑っている赤毛の青年のことが、今はとてつもなく羨ましい。だって、休日になれば南部地方に駆けて行って、ソフィアと会うことができるんだから。

（よく考えたらさ……ハンスに連れて行ってもらえばいいんじゃない？）

　ふと浮かんだ考えは、陰鬱な気分を払拭させるほどの威力があった。

「ねぇ、ハンス。次の休日は、いつなのかしら？」

　その質問に、青年の表情はパッと明るくなった。

「ソフィア嬢へのお手紙ですね！　明後日の予定です！」

　うれしそうに顔を赤らめる彼に、アネットは微笑んだ。明日じゃないのは残念だけど、確実に乗合馬車よりは早くソフィアに会うことができる。

「明後日……手紙じゃないものを運んでもらうかもしれないけど、大丈夫かしら？」

「えっ、手紙じゃないものって……？」

　戸惑うハンスを後目しりめに、アネットの脳内では明日中にやることが着々とリストアップされていった。

















３．会えない日々の果てに












「ソフィア！　会いたかったわ！」

　大きな掃き出し窓が連なった陽当たりのいい広間に、華やいだ声がこだました。

　突然の来訪者に驚いた様子のソフィアも、そこにいるのが幼なじみだと知ると満面の笑顔に変わる。

「……まぁ、誰かと思ったらアネットじゃない！　来てくれてうれしいわ！」

　そう言いながら手を大きく広げ、彼女はアネットを抱きしめる。

　手紙を頻繁にやり取りするよりも、ほんの短い間でも直接会えるほうが貴重だった。

「ダルク少尉が連れてきてくれたのね？　ありがとう、少尉！」

「……いえ！　私は大したことは……」

　顔を赤らめるハンスを見た瞬間、アネットは確信した。

　ハンスはソフィアに完全に心を奪われている。そして、ソフィアもその様子からまんざらでもないということがわかった。

「ふふ、ソフィアったら……」

　その証拠に小さく囁くと、ソフィアは頬を染めた。

「その辺りのことも、ゆっくり聞かせてちょうだい！」

「そうね！　私も、お城での出来事を色々教えてほしいわ」

　中庭にあるテラスに、召使いたちがお茶の準備をしている。テーブルが整えられたことを確認すると、ソフィアはアネットを外に誘い出した。

　それを見て、ハンスは二人に声を掛けた。

「私はクルムバッハ侯爵にご挨拶してきます。また、後ほど！」

　二人きりになるや否や、アネットは親友の肩を叩いた。

「……やるじゃない、ソフィア！　ハンスはああ見えても、近衛兵だしエリート将校よ。仲良しの女子二人への気遣いも素晴らしいわ！」

「そうね」

「おまけに、おじさまにも好かれているなんて……ところで、求婚はまだなの？」

「……あら、アネットってば！　殿方を値踏みするようなこと、ハンスに失礼だわ！」

　ソフィアは抗議の言葉を発したが、そこまでイヤでもなさそうだ。

　女性は恋をすると綺麗になる。今の彼女は、明らかに表情や醸し出す空気が柔らかくなって、アネットの厳しい審美眼からしても美しかった。

（ソフィアの結婚については、心配することなさそうね）

　ここ数年、ずっと心配していたことが片付くのも時間の問題かもしれない。

「……そんなことより、どうしたの？　わざわざ、私の顔を見にくるためにこんなところまで来たわけじゃないわよね？」

　この前の手紙で、侍女の休暇事情については伝えたばかり。それなのに、アネットが南部地方に来ていることに、ソフィアが違和感を持ったのだろう。

「まぁ、色々と訳アリで……」

　一面の緑に映える白い真鍮のガーデンチェアに座り、紅茶を一口飲むと、アネットはここにきた理由をポツポツと話し始めた。

　軽く頷きながら、友人の話を一通り聞くとソフィアはうっとりとしたように呟いた。

「アネット……本当に、その男性のことが好きなのね！」

「そう、なのかしら……」

「だって、今までのあなたと全然違うわ。自分の利害も何も、ひとつも計算できていないじゃない」

　そう言われて、ようやく気づいた。

　アルに衝動的に喧嘩を売ってしまったり、後先を考えずに城から逃げ出してみたり……計算高かったかつてのアネットからは考えられないくらい、デメリットが多いことばかりをしている気がする。

「あなたは、愛に慣れていないだけよ。自分勝手じゃない恋愛をするのには、少し時間が必要だわ」

「時間……？」

「確かに、一目惚れは恋愛のきっかけになるけれど、相手だって内面を見て本当に好きになれるか……その後の人生をずっと一緒にいられる女性なのか判断するのよ。だから、あなたも本当の自分をさらけ出さなきゃだめなのよ」

　ソフィアの言葉は、思っていたような優しいものではなかった。

　生まれながらの美貌ゆえに、アネットはこれまで男性にチヤホヤされてきた。数え切れないほど求婚されたし婚約も一度したことがある。

　でも……よく考えてみたら、誰にも本当の姿を見せたことがない気がした。自分を偽っていたら、幸せにはなれないということを、嫌われる覚悟でソフィアは警告してくれているのだ。

「本当の自分って……どうすればいいの……？」

「恋人だからって、ワガママ三昧していいってことはないわ。あなたが嫉妬する気持ちはよくわかるけれど、いつも平常心で相手の気持ちを思いやれるようにならなきゃ」

「それ、けっこう大変じゃない！」

　嘆くアネットに、ソフィアは呆れた様子だ。

「……あなたにとっては、そうかもしれないわね。ところで、今回のお休みはいつまでなの？」

　ソフィアに問われ、アネットは肩を竦めた。

　休みを取るのに、王太后と第一侍女には嘘をついた。母親を勝手に病気にして、しばらく実家に戻ると伝えてある。

　そもそも、アネットは大した仕事を与えられていない。まだ見習いのような立場で、すべては指導役のローラがいれば問題なく日々の仕事はこなせるのだ。

「……しばらくは」

「えっ！　侍女をやめて、ご実家に戻るの？」

「ねぇ、ソフィア……ここにしばらく置いてくれないかしら？　私、皿洗いでも何でもするわ」

　必死の提案を、ソフィアは鼻で笑った。

「まぁ、あなたに皿洗いさせるなんて！　うちのお皿がぜんぶ壊れるから、女中の仕事なんてさせられないわよ」

「そうよね……そう言えば、高級な皿を台無しにしたわね……」

　少女時代、この屋敷でおままごとをしていた時の失態を思い出して、アネットは苦笑した。

「家事はさせられないけど、お客様としてなら喜んでお迎えするわ！」

　最終的に、クルムバッハ侯爵家への滞在が許可され、アネットは静かな環境で自分自身のあり方を考え直すことになった。










　――南部地方の貴族社会はとにかく狭い。

　クルムバッハ侯爵領はコンラート伯爵領と隣り合っているので、大聖堂などの貴族の社交場に行くことはできなかった。屋敷の中に留まるしかないアネットは読書をしたり、ソフィアのお手伝いで慣れない刺繍をしたりしている。

　そんな穏やかすぎる時間は当然ながら退屈で、三日も経たないうちにリンツの城の生活を懐かしく感じた。

「たまには、外に行きましょうよ」

　鬱々としているアネットを見かねて、ソフィアは領土の端にある孤児院に誘ってくれた。

　コンラート伯爵領にある孤児院は、大聖堂に付属した施設だった。クルムバッハのそれは、何代か前のクルムバッハ侯爵が私財で建てたらしく、裏庭から続く森の片隅にあるらしい。

　地理的にも他の貴族が足を向けることは稀な場所だが、アネットは念のため顔にヴェールがかかる帽子を被って、ソフィアと共に外出をした。

　子どもたちの世話役である修道女が、二人の姿を確認すると深く頭を垂れた。

「ソフィア様、ごきげんよう」

　慈善事業に献身しているソフィアは、領民たちにとっては天使も同然である。その供をしているアネットにも、同様に恭うやうやしい態度を取ってくれた。

「今日は、友人とクッキーを焼きましたの。子どもたちのおやつに、どうかと思って」

「いつも、ありがとうございます！」

　感謝の言葉に、アネットはちょっと罪悪感を覚える。

　実際、クッキーを焼いたのはソフィアと料理が得意な女中である。作業の間、アネットはテラスで本を読んでいて、クッキーに関しては最後に味見をしただけだ。

　この土地で作られた大麦やバター、今日採れたばかりの卵など新鮮な素材を使ったクッキーは栄養満点で、少し不揃いなところも素朴さを際立たせていた。

「おいしいー！」

「ありがとう、お姉ちゃん！」

「ほんとにおいしい！　また、作ってね！」

　クッキーを配ると、子どもたちは喜んでくれた。驚くほどに、愛想がいい子たちが多い印象だ。

（大変な境遇なのに、みんな偉いわねぇ……）

　慈善活動には数えるほどしか参加したことがないアネットは、新鮮な気持ちで子どもたちの笑顔を観察した。

「あら……？」

　孤児院からの帰り際に、敷地の隅っこで一人遊びを続ける金髪の少女の姿に気づく。

　痩せこけていて、見るからに顔色が悪い子だ。木の棒で地面に何か書き続けるその姿は、アネットが忘れかけていた少女時代を思い出した。

（……あんな風だったな、私も）

　そう思い返すほどに、アネットは孤独な少女だった。

　領主の娘という境遇だけで、同じ年頃の子どもたちは彼女を仲間としては扱ってくれなかった。その時の気持ちを思い出すと、今でも胸が締めつけられる気がする。

「あの子は、マリアっていいます。都で働いていた女性から、預かった子なんですよ」

　と、修道女が話しかけてきた。

「父親は、誰だかわからないんですって。たぶん、都だから貴族なのかもしれないんですけど……商売の邪魔になるからって、ここに預けられました。今はすっかり、母に捨てられたことで心を閉ざしてしまっているんですよ」

「まぁ！　かわいそうに……！」

　アネットは心底、マリアに同情した。

　大人の事情がわかるのはアネットが成人したからだ。子どもの頃にはわかろうともしなかったし、受けてしまった傷は絶対に心のどこかに残るだろう。

　心の傷の形も境遇も違うが、アネットには少女の孤独や苛立ちを我が事のように理解できた。

「ソフィア、ちょっと待ってて」

　断りを入れると、アネットはマリアに近寄った。

　そして、手元に持っていたクッキーを、彼女の目の前に差し出した。

「これ、よかったら食べてちょうだい」

　いきなり話しかけてきた黒髪の美女に、マリアは少し警戒しているようだった。

「……って言っても、お姉ちゃんが作ったわけじゃないけどね。友達が一生懸命作ったから、あなたにも食べてほしいわ。栄養つけないと、大きくなれないわよ」

「……大きくならなくてもいいもん」

　少女は反抗的な様子で、ポツリと呟いた。

「だって、大人になんてなりたくない。お母さんみたいになりたくない」

　その口振りから、自分を捨てた母親にネガティブな印象を持っているのは明らかだった。

　修道女が語っていた身の上話から、彼女の母は娼婦だと思われる。平民の女性が、都会に出て一人で身を立てる術は限られている。

　でも、母親がそうだとしても、子どもが同じことをしなくてはいけないということはない。

「……そうなるかならないかは、あなた次第よ」

　アネットは空いている手で、まるで励ますように泥だらけの少女の手を握った。

　念入りに手入れされた白い手や磨き上げられた爪が汚れるのも構わずに、アネットは心からの笑みを浮かべて、少女を見つめた。

「あなたは一人の人間よ。たとえ、お母さんがどんな仕事をしていたとしても、あなたはあなたの道を歩めるわ」

「え……」

「だって、マリアはこの孤児院にいるどんな子よりも真っ直ぐだもの。あなたは私や私の友達を見て、媚びようとしなかった。周りに流されたり、権力にへつらったりしないってことだわ」

　アネットの言葉に、マリアは目を真ん丸に見開いた。

　もしかしたら、彼女はいつも怒られてばかりで、大人に褒められることが初めてなのかもしれない。こうした施設で褒められるのは、愛想がいい子だって相場が決まっている。

　でも、アネットにはさっき見た媚びた笑顔の子どもたちよりも、マリアの方が人間味を感じられて好きだった。

「きちんと自分の意志を持てるのって、大事なことだわ。だから、私はあなたが強い女性に成長すると信じているの」

「そんなこと、誰も言ってくれなかった……」

　頑なだったマリアの表情は、見る見るうちに崩れていき、青い瞳に涙が盛り上がってくる。ラッピングされたクッキーを奪うように掴むと、少女は脱兎のごとく森の奥に走り去っていった。

　後に残されたアネットは、複雑な心境になっていた。

（マリアにも、いい友達ができてしあわせになればいいな）

　立ち上がったアネットが振り向くと、そこには涙ぐんでいるソフィアがいた。

「マリアの心を開いたのは、あなたが初めてよ」

「ソフィア……」

「あなたは、私なんかよりも人の痛みがわかるのね。きっと、あなたが好きな男性も、本当のあなたを知ったら、絶対にあなたを愛してくれるはずよ」

　その言葉で、忘れかけていた胸の痛みが甦った。

　本当の自分を知ってもらう手段があれば、ソフィアの言葉は希望をもたらしたはず。でも、自分の意志で城に戻らなければ、アルと再会することは叶わない。

　ヴォンデンブルグ国王が、一介の侍女を探すわけがなかった。意のままにならない面倒な女を相手にしなくても、彼の周りには美女がたくさんいる。

（……夜のお相手には、事欠かないわよね……）

　お相手の筆頭は、バレル男爵夫人だ。美男美女が踊っている姿が、まるで昨日のことのように脳裏に甦ってきて、アネットは唇を噛みしめた。

　馬車の中で浮かない表情のままの友人を、ソフィアは心配そうに見守っていた。










　しばらくは、穏やかな日々が続いた。

　一度、両親がクルムバッハ侯爵家を訪問してきた時は冷や汗をかいたが、侯爵がアネットをうまく匿ってくれたお陰で、鉢合わせすることなく済んだ。

　彼女がこの屋敷に滞在していることは、ソフィアの一家と使用人たち、そして、文を届ける任務がなくなっても定期的に訪問してくる健気なハンスしか知らない。

　クルムバッハ侯爵夫妻は、とても地味で堅実だ。訪問客はと言えば、慈善事業の関係者だけだ。誰にも知られずにアネットが滞在するには格好の場所と言える。

　静かな環境にいると、少しずつアネットの嗜好も変わっていった。

　ソフィアに習って、苦手だった刺繍や編み物にチャレンジした。最初はもどかしかったけれど、徐々にうまくなると読書と同じように楽しめるようになった。

　今日は大規模なミサがある日――ソフィアたちが大聖堂に行っている間に、屋敷に残ったアネットはバザーに出すための刺繍を進めている。クリーム色のハンカチに、青と緑の糸でデザインした可憐な花が少しずつ形になって表れてくる。

　あり余る時間を潰すには、前の彼女なら読書を選んでいた。

　クルムバッハ侯爵は大の読書家で、書斎の壁は本の背表紙で埋め尽くされている。客人であるアネットの読書好きを知り、寛大な侯爵は喜んで書斎に入る許可を与えてくれた。

　ただ……そこに入り浸るのは、どうしてもためらわれる。古い羊皮紙やインクの匂いは、どうしても城の書斎を思い出してしまうからだ。

　ここにある本の背表紙の多くは城の蔵書と被っている。それらを眺めていると、アルと過ごした蜜月の思い出の虜になって読書に集中できなかった。

　思い起こせば、アルは自分のことを多くは語らなかった。これまでどんな風に生きてきたのかを知りたくて色々と尋ねたけれど、アルニアのことにしても自分のことにしても、表面的な情報しか教えてくれなかった。

　彼が留学先で何を学び、どんなことを感じていたか。そして、どうしたらアネットのことを愛してくれるのか、知りたかったのに……。

　唯一、アルが薦めてくれる本の内容からその片鱗を感じ取ることができた。
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「王族に生まれて、何を言うのかって思うかもしれないが……」

　書斎で二人きりの時間を過ごしているときに、アルは彼女に言った。

「いつか、平等な世の中がくるといいと思っている。ヴォンデンブルグ家の一員としての意見じゃなくて、あくまで俺の個人的な意見だけど」

「そんなことになったら、あなたは農民みたいに一日中あくせく肉体労働するのよ？」

「それもそれで、面白そうな人生だな」

　あまりに呑気な答えに苛立って、アネットは眉を吊り上げた。

「男の人はそれでもいいけど、女性はもっと大変なのよ？　どうするのよ！　もし、私が貧しい家に生まれて、体を売らなきゃいけない状況だったら！」

「君が娼婦になるかもしれないって？」

　アルは興味を惹かれたのか、本棚からとったばかりの分厚い本をマホガニーのテーブルに置いて、アネットの方に近づいた。

「……そうよ。やむを得ない事情でそういう仕事をする女性は、どこの国にだっているでしょう？　私は、彼女たちを卑しいとは思わないわ。だって、生活するために仕方がないんだもの」

「それは、問題だな」

　東方趣味のカウチの端で本を読んでいたアネットは、首筋に柔らかいものを感じてビクッと体を震わせる。

「君がもし娼婦だったら、俺がずっと買い占めてやる」

　耳朶に感じる低い囁きは、媚薬のよう。結い上げた髪の項の辺りにキスを落とし、首筋までぴったりと閉じられた控えめなドレスのリボンを緩めてくる。

　アルに豊満で白いまろみを揉まれ、頂上を軽くくすぐられると、堪え切れずに甘い声が漏れてしまう。

「あ、ぁっ……」

　人払いがされているものの、王族ならば自由に立ち入ることができる場所だ。廊下に声が漏れるかもしれないのに、アネットはどうしても拒むことができない。

「君のこの体を、他の男に好きにされるなんて許せない」

「ア、ル……」

「ずっと独り占めしてやる……君に、どんなに嫌がられても」

　嫉妬めいた熱い囁きは、知の宝庫である書斎にあるまじきもの。禁忌の行為だと思えば思うほど、アネットの快楽は深まっていくのだった――。
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　それ以来、二人の密会に書斎はよく使われるようになった。

　本の匂いを嗅ぐと甦るのは、アルに愛されていた頃の思い出。クルムバッハ侯爵の蔵書の中には、アルに薦められて読んだ哲学書もあって、思わず手に取っていた。

（……これ、みんな持っているのかしら？）

　そう勘繰るほどに、王太后のお付きで顔を出したサロンや夜会でも、その本が話題になっていたことを思い出す。

　貴族制度を批判した啓蒙書は、アルニア王国の匿名の貴族によって発表されたものだ。貴族が貴族を批判するのが斬新だということで、各国の特権階級にもてはやされるようになったらしい。

　アネットも読んでみたが、貴族の身でも違和感なく受け入れられるものだった。

　理想と現実が違うことを、アネットはよく知っている。理論として平等な世の中であるべきだと思うけれど、実際はとんでもないことが起こらない限り、王制や貴族制度はこの先も続いていくだろう。既得権益やしきたりを大事にする人々がいるからこそ、社会も国も成り立っている。

　……アルとの繋がりを、思いがけずクルムバッハ侯爵の書斎で見出してしまったこと。それが、ここしばらく読書をやめて刺繍に打ち込んできた理由だった。










　――その時、遠くから彼女を呼ぶ声が聞こえた。

「アネット！　どこにいるの、アネット!!」

　名を呼びながら部屋に駆け込んできたのは、息を切らしたソフィアだ。階段を駆け上がってきたのだろうか。いつも落ち着いている彼女にありえない慌てぶりに、アネットは異変を感じ取った。

「どうしたの、ソフィア？　何かあったの!?」

「……たっ、大変なの……！　都で反乱が起きたって……お父様が、都に援軍を出すことになったわ！」

「反乱……!?」

「あなたのお父様……コンラート伯爵も、援軍を出すわ。たぶん、若い男性たちは都に行くことになるでしょう。本当に、大変なことになったわ……！」

　不穏な響きに、リンツの城にいるアルのことを真っ先に心配した。

　反乱の噂は以前からなくはなかったけれど、実際に地方領主が軍を出すまでのことになったのはヴォンデンブルグ建国以来、初めての事態だった。

（……アル、大丈夫かしら……）

　悪い夢なら早く覚めてほしい、とアネットは心底そう願った。










　王都から遠く離れた南部地方でも、反乱の影響はじわじわと表れていた。

　領主たちをリーダーに、領民の希望者から組織された義勇軍が都に向かうことになった。

　子どもと老人以外の男性が姿を消したクルムバッハ領は、すっかり活気が失われていた。ソフィアに誘われて一度だけ街の様子を見に行ったが、商店は閉じられており、たまに開いている店があっても商品の種類は恐ろしく少なかった。

　貿易の拠点であるリンツが混乱していると、地方への物資は絶たれる。ここばかりではなく、アネットが生まれ育った場所でも、人々が困っていることだろう。

　都に向かったクルムバッハ侯爵の無事を祈りながらも、侯爵夫人とソフィアは毎日のように台所で過ごしている。

　一家の稼ぎ頭がいなくなって、日々の暮らしに困る領民が増えた。飢えで苦しむことがないよう、ソフィアたちは屋敷の倉庫に備蓄していた小麦を使って、ここに残っている領民に配るためのパンを焼いているのだ。

　女中たちと一緒に、焼き上がったパンを籠に詰めながらアネットは願った。

（アル……お願いだから、無事でいて……！）

　もし、反乱軍が勝てばこれまでの常識が覆ってしまう。貴族制度が一気になくならなくても、王族はこれまで通りの生活を続けることはできない。貴族制度の象徴である国王は、その中でも一番厳しい処遇になるはずだ。王位を剥奪され、一生どこかに幽閉されるかもしれない。

　最悪のパターンを考えただけで、アネットは泣きそうになった。

　若く美しい国王が、権力を失うところなど見たくはなかった。戴冠式で見た彼の神々しい姿が、囚人も同然の扱いに貶められるのはどうしても許せない。

　どんなに多くの美女を侍らせようが、人妻を愛人にしようが……彼はそのままの権力を持った彼でいてほしかった。反乱が起こる前は、自分だけで満足してくれないアルに恨めしさを感じていたが、今となっては彼が生きていてくれるだけでいいと思った。

（……バカよ、アルは。あんな啓蒙書なんて、禁書にすればよかったのに）

　彼がうれしそうに、平等な社会について熱く語っていたのを思い出す。

　理想は理想で素晴らしいが、そんな社会が実現するには痛みが付き物だ。反乱軍のリーダーは、王位継承権第二位を持つオーヴィッツ公爵を擁しているらしい。

　反乱軍が勝利すれば、アルの退位は確定だ。オーヴィッツ公爵が新国王となり、反乱軍の要望通りに平民が参加できる議会を開くだろう。

（あんな男が国王になっても、ろくなことないわよ！）

　アネットは、思わず顔をしかめた。オーヴィッツ公爵には、あまり良い印象はなかった。

　甥のアルをいつも小馬鹿にしていて、自分のほうが王座に相応しいとでも言うような口振りで話しているのを耳にしたことがあったからだ。

　自分の身内の悪口を言うようなヤツは、実力も中身もないに決まっている。お飾りであってもオーヴィッツ公爵が王座に就くと思うと気分が悪くなった。

　アルの身を案じているところに、隣で黙々と作業していた女中がシクシク泣き始めた。

「どうしたの？」

　問いただせば、義勇軍に参加している夫の身が心配で悲しくなったらしい。

　彼女の夫は、代々この屋敷の庭師として働いている恰幅がいい男だ。時間があれば剣の腕を磨いていて、今回の件では喜び勇んで都に行っているらしいが残された家族は大変だ。

「夫の身に、何かあったら、私……」

「わかるわ……私も王都に好きな人がいてね、争いに巻き込まれているのよ。本当に心配だわ……」

「まぁ！　それはおつらいですわね」

「反乱軍なんて、どうせ寄せ集めに過ぎないわ。国王軍が勝つに決まってる。だから、もうすぐ旦那さんも元気で帰ってくるわよ」

「そう……ですよね！　リンツのお城にいたアネット様がそうおっしゃるなら、きっと大丈夫ですね」

　エプロンの裾で涙を拭いて、ようやく彼女は笑顔を見せた。

（本当にそうなるといいんだけれど……）

　ふとアネットが顔を上げると、焼き上がったパンを両手いっぱいに持ったソフィアが、二人の様子を見つめていた。

「アネット、あなた変わったわ」

「……ソフィア」

「この前の孤児院でも思ったけれど、本当にいい方に変わったわよ。今のあなたは、すごく人間的で魅力に溢れているわ。この騒ぎが落ち着いたら、お城に戻ったらどうかしら？」

　友人の励ましの言葉に、複雑な感情が湧き起こる。

　つい数日前までは、リンツに戻るのが怖いと思っていた。バレル男爵夫人がまだヴォンデンブルグに滞在していたら、嫉妬で気が狂ってしまいそうだから。

　……でも、今は自分の愚かさに気づいて反省している。真の意味でアルのことを愛しているのなら、彼が生きているだけで十分なはずだ。

　ソフィアは、それに気づいた今のアネットなら大丈夫だと保証してくれた。

　ただ、皮肉なことに王都・リンツは戦乱の渦中。交通手段は途絶えており、安全のために民間人の往来は禁止されている。

（早く、反乱が終わってぜんぶ元通りになってほしいわ）

　いまアネットにできることは、早くこの国に平和が戻ることを祈るだけだった。










　――クルムバッハ侯爵家にうれしい知らせがあったのは、それから一週間ほど経った日のこと。

　反乱軍が制圧され、首謀者たちが逮捕されたことを聞いて、屋敷の中は歓喜に包まれた。オーヴィッツ公爵も裁判にかけられ、おそらくどこかの離宮で幽閉になるようだ。

「よかったわね、アネット！　国王陛下を含めて、王族も貴族もみんな無事だそうよ！」

「ああ、神様……」

　ソフィアほどに信心深くないアネットも、思わずそう呟いていた。

　反乱が起きてからは、毎晩のように祈っていた。小さな頃から教会や大聖堂に連れていかれて、神の御言葉を何度も口にしてきたアネットだが、初めて神が人間に望む愛が理解できた気がする。

　遠く離れた王都で戦っているアル、コンラート伯爵やクルムバッハ侯爵はもちろんのこと、すべての善良な人々が無事であるように……と、祈り続けた。

　そんな自分の利益を顧みないアネットの祈りは、快く神に聞き入れてもらえたようだ。

　涙ぐむアネットの肩を、ソフィアは抱き寄せてくれた。

「それくらい、心配していたのね……あの人のことを」

「それは、あなたも同じでしょう？」

　返した言葉に、ソフィアは頬を赤らめた。

　両想いなら、争いが終われば再会が待っている――ソフィアとハンスのことを、今ほど羨ましいと思ったことはない。

　アネットの想い人は、気軽に会えるような身分ではない。反乱の直後だから警備が厳重になるはずだし、忙しくてアネットのことなど考えている暇はないだろう。

　もし、本当に会いたいならアネットが城に戻るしかない。反乱の前に姿を消した侍女に面会してくれるかどうかは疑問だが、そこは頑張るしかないと思った。

（……ハンスが来たら、お願いしてみよう）

　そのような次第で、ソフィアもアネットも城の情報を握っている近衛兵の訪問を心待ちにするようになった。

















４．国王からの求婚












　――程なく、義勇軍を率いた領主たちが帰還した。

　王都・リンツとの交通手段が元通りになって町は活気づき、復興の兆しが見えたことから領民たちには素朴な笑顔が戻ってきた。

　そんなある日のことだった――久しぶりにハンス・フォン・ダルク少尉が、クルムバッハ侯爵家を訪問したのは。

　裏庭を散歩していたアネットは、屋敷の方から駆け寄ってくるソフィアに足を止めた。

「……アネット、大変よ！」

「どうしたの？」

「ダルク少尉が、いらっしゃったわ！」

「まぁ、ハンスが……？　ぜひ、王都の様子をお伺いしたいわ！」

「それが……」

　言い淀むソフィアに、アネットは首を傾げた。

　ハンスがわざわざ南部地方を訪問してきたのは、ソフィアへの求婚のためだろうか。それ以上にうれしいことはないが、何か他の理由があるのか……？

「ハンスから求婚された？」

「違うわよ！　ダルク少尉が、お忍びでお客様をお連れになっていて……」

　ソフィアが慌てているのは、そのお客様が意外な相手だからだ。コンラート家の人間や取り巻きの誰かなら、こんなに慌てないはずだった。

（もしかして……？）

　ソフィアを慌てさせる相手とあらば、心当たりは一人しかいない。この時期に、南部地方のこの屋敷に来るのはどう考えても不可能な人物だ。

「……国王、陛下……？」

　無言のままで何度も頷くソフィアに、アネットは卒倒しそうになる。

「ねぇ、アネット……いますぐに、あの方にお目にかかる気はあるの？」

　そう問われたが、あまりに突然すぎて心に迷いが生じた。

　王都に行くのもハンスが来た後の話だと思っていたアネットは、不意打ちを喰らわされた形だ。それはうれしい驚きでもあったけれど、心の準備ができていない。

「あ、会いたくないわ……今は無理！　絶対、無理よ!!」

「もったいないわね。なかなかないわよ、こんなチャンス」

　そう言われると、これまで抑えていた気持ちが心の中で溢れ出す。

　ただ、いきなり会うのはやっぱりためらわれた。

「……顔は見たい、かな……元気にしているかどうかくらい、確認したいもの」

「もぉー……！　我儘ね、アネットは！」

　溜息混じりに文句を言ったソフィアだが、いい方法を提案してくれた。










　友人の我儘を叶えるために、ソフィアは国王をテラスの席に通した。

　この庭で妹とかくれんぼをして遊んでいた経験から、ソフィアは人目につかない場所を熟知している。アルがいるテラス席の斜め後ろにある白亜の彫像の陰に隠れるようにアネットに指示した。台座の陰から僅かに顔を覗かせて、アネットは二人の様子を見つめた。
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　鮮やかな日差しを浴びて、アルの見事な金髪はキラキラと輝いている。秀でた美貌と相まってその姿は眩しいばかりだが、城で最後に会った時よりも幾ばくか翳かげりがある。

（やっぱり、大変だったのかしら……）

　帰還したクルムバッハ侯爵の話では、若き国王も前線に立って城を守っていたそうだ。戦いの勝敗が決した後の、反乱軍のリーダーとの話し合いについても、日夜を厭わず対応していたと聞く。

　王位に就いた途端に厳しい局面ばかりを経験してきたせいだろうか。頬の辺りが少し削げて、美しいばかりだった美貌に男らしさが加わったように見えた。

　紅茶を運んできた女中が屋敷の中に入るのを確認すると、ソフィアが話し始めた。

「陛下が直々にいらっしゃるなんて光栄ですわ。先日の反乱は大変だったでしょう？」

「お陰様で、リンツも随分と落ち着いてきました。クルムバッハ侯爵には、今回の件ではご尽力いただきました」

「父も陛下のお役に立てて良かったと申しておりました。陛下がいらっしゃるって知っていたら、領地の視察は明日にでもしましたのに」

「……たまたま、近くに来たもので……侯爵には、またの機会にご挨拶いたします。あなたには、お気を遣わせてしまって、かえって申し訳ありませんでした」

　少し距離があるアネットには、二人の会話がはっきりと聞こえるわけではない。耳を凝らすと単語がポツポツと耳に入ってきて、それを繋ぎ合わせてようやく内容が理解できる程度だ。

（こんなところで私が盗み聞きしてるって知ったら、アルはどう思うかしらね？）

　会いたいと思っていた相手が、すぐそばにいる。そう思うだけでドキドキしてしまう。

　飛び出していって驚かせたいと思う一方で、再会するのが何だかちょっと怖い気がする。相反する気持ちに揺れながら、彼らの会話に聞き耳を立てた。

「ところで、ダルク少尉からコンラート伯爵家のご令嬢とあなたがとても仲がいいと聞いています。アネット嬢は……その後、お元気でいらっしゃいますか？」

　ソフィアは困ったような顔をして、しばしの沈黙の後に質問を質問で返した。

「……コンラート伯爵家には、もう伺ったのですか？」

「いえ」

「……南部地方に戻ってきてから、アネットも忙しかったようですわね。一度会ったきりで、しばらくは連絡もなくて」

「そう……ですか」

　友人を匿うために、ソフィアは嘘をついてくれた。そして、ハンスもアネットの居場所を明かさなかったようだ。ソフィアとの橋渡しをしてくれたアネットに、ハンスはこの上なく感謝している様子だから機転を利かせてくれたのだろう。

　だから、アルが今日ここに来たのはただの偶然ということになる。南部地方に何の用があるのかは知らないけれど、本人がそう言っているのだから信じるしかない。

　とにかく、この状況でアルは一番してほしいことをしてくれた。城を去って実家にいるはずのアネットのことを尋ねてくれただけで十分だ。魅力的な女性が周りにいくらでもいるアルが、自分のことを少しは気にしてくれていると知ることができた。

「アネットがお城にいるときは、よく文のやり取りをしていましたのよ」

「そう……らしいですね。ダルク少尉が南部地方に足繁く通っていると知って、何かアネット嬢に関係があることかと思いました」

「少尉には、毎回のようにご足労をおかけしました。私たちくらいの年代では親友と離れて暮らすのは何よりつらいものです。ご容赦くださいませ」

「彼を咎めるつもりはありません。アネットに会えずとも、あなたから彼女の話を聞けるだけで、私にとってはこの上なくうれしいことですから」

「……それを聞いて、安心いたしましたわ」

　ソフィアは青の小花があしらわれたティーカップをソーサーに戻して、にっこりと微笑んだ。

「あなたは、私の友人を大事に思って下さっているのですね？」

　その問いの答えに、彫像に隠れているアネットは息を凝らす。

　瞬間、いたずらな風が庭の木々を揺らして、耳障りな音を立てる。

（……うぁ、最悪！　聞こえなかったら、どうするのよ！）

　いつもは大好きな南部地方の自然に半ギレしながら、アルの答えを今か今かと待ち侘びた。

「あなたのメッセージを読んで馳せ参じたのが、何よりの答えだと思っていただけませんか？」

「そうですわね……今のお言葉、彼女が聞いたら喜ぶと思いますわ」

　すべてが耳に届いたわけではないが、アネットの中で引っかかる単語があった。

（メッセージ……？）

　その疑問が解決する前に、ソフィアは優雅な仕種でゆっくりと立ち上がった。

「久しぶりに再会できたのは、私とダルク少尉も同じですわ。でも、せっかくですから、ぜひ我が家の庭をご案内したいものですね……」

　そして、次に続いた彼女の行動にアネットは戸惑った。

（……えええっ!?）

　穏やかな笑みを浮かべた幼馴染みが一歩一歩近づいてくる。

　こっちに来てしまったら、アルの視線もこちらに来るはず。ソフィアの真意がわからないアネットは、体を縮こまらせたままで内心慌てふためいていた。

　ただ、残念ながら逃げようにも逃げる場所がない。すっぽりと人が隠れられるくらいに台座は大きいけれど、周りには何も遮るものがない。

　当然ながら、アルもソフィアの動きに促されるように、視線を女神像の方へと向けてくる。

「ねぇ、アネット！　あなたが国王陛下のお相手をしていただけないかしら……？」

　そのソフィアの悪戯っぽい表情とアルの驚いた顔を交互に見比べながら、アネットは緑色の目を大きく見開いた。










　――心待ちにしていた再会には、少しばかりよそよそしい空気が流れた。

　ただ、アネットはソフィアの機転に感謝した。クルムバッハ侯爵家の広大な敷地を、ヴォンデンブルグの現国王と二人きりで歩く機会なんてなかなかないことだから。

　幼馴染みが言っていた『メッセージ』の謎は、すぐに解けた。先日、ソフィアはハンスに文を出し、そこにアルに宛ててごく短いメッセージカードを添えたらしい。

　最初のうちは相手の身分も名前も伏せていたが、反乱が起きてからは一人で想いを抱えるのに堪えかねて、幼馴染みにすべてを白状していた。それを考えると、ソフィアはアルに対して、「友人があなたに会いたがっている」とでも書いたのだろうか……。

（本当に、お節介なんだから！）

　一瞬、顔をしかめたアネットだけど、そのメッセージのお陰で再会が叶ったことを思うと文句は言えない。

　この屋敷に身を潜めて、二ヶ月が経とうとしていた。反乱騒ぎが皆の心に影を落としたこともあったが、確実に季節は移りゆき厳しい冬が近づいてきている。

　こんな風に心が浮き立つのは久しぶりのことで、アネットは彼の隣にいられることの喜びを噛みしめていた。

「……心配していたよ。俺に何も言わずに、城からいなくなるなんて」

　ポツリと呟いたアルに、一気に恨みがましい気持ちが胸の奥から噴き出してくる。

「何が原因だと思ってるわけ？」

「俺が君に構わなかったからだろう？」

　まったく動じずに口元を綻ばせたアルに、アネットは眉を潜めた。

「相変わらず、自惚れてるのね！　あなたなんて、反乱軍に捕まって酷い目に合えばよかったのに！　そうしたら、少しはマトモになっていたかもしれないわ」

「それは、自分でも思うところだね」

　ヴォンデンブルグの国王は、ちょっとした挑発には臆さないようだ。アネットの毒舌にも慣れていて、むしろこうしたやり取りを面白がっている様子も見受けられた。

（……この感じ、懐かしいわ）

　彼に対してだけ、アネットは飾り気のない自分を見せられる。他の男性たちに対するように、取り繕った演技をする必要がない。

　だからこそ、居心地の良さを感じるのだとアネットは気づいた。

「まぁ……危うく捕まりそうになったんだけどな。コンラート伯爵とクルムバッハ侯爵は、城門の前で反乱軍の突入を全力で阻止してくれた」

「そうなの」

「南部地方の領主たちは、揃って勇敢だった。後で勲章を授けるって言ったら、君の父上に言われたよ……そんなことよりも、娘を嫁にもらってくれって」

　それには、色々な意味で絶句した。

　実際、コンラート伯爵には城を抜け出たことも、クルムバッハ侯爵邸に滞在していることも知らせていない。ただ、戦地でそんな軽口を叩くなら、娘の無事も居場所も知っていることになる。ソフィアかクルムバッハ侯爵のどちらかが、父にアネットが抱える事情を話したのだろう。

「君の父上と君の親友の後押しがあるなら、俺が君に求婚しないわけにはいかないだろう」

「……求婚、ですって？」

　アネットは国王から出た言葉に、思わず立ち止まる。

「本気？」

「最初に会ったときから知っているだろう？　俺は嘘がつけない男だ」

　しれっとしながら、辺りの大自然を眺めやるアル。結婚は女性にとっての一大事なのに、本気度がない感じがどうにも気に食わない。

（……どうせ、本命が人妻だからなんでしょ!?）

　アネットの胸に、フツフツと怒りが込み上げてくる。

「へぇ……私の父と、親友の後押しがあったから求婚ねぇ？」

　アネットは咎めるように眉根を上げて、アルを睨みつけた。

「私が地方領主の娘で、年齢的にちょうどいいから？　それとも、反乱軍制圧の美談に使いたいから？」

「まさか！」

「じゃあ、関係国の王女が本妻になると、大っぴらに不倫できそうにないからでしょう！」

「……アネット!?」

「形だけ誰かと結婚して、本当に大事な相手とは関係を続けるつもりね？」

「えっ、本当に大事な相手って……？」

　いつまでも白を切ろうとしているアルに、アネットの腹立ちは最高潮に達した。

「ふざけないで！」

　ここ何ヶ月か、自分のことを散々振り回してきた男に、アネットは平手打ちを食らわした。

　いや……食らわそうとした。彼の頬に当たる寸前に彼女の右手は掴み取られ、アルの逞しい胸へとグイッと引き寄せられたのだ。

　久しぶりに感じる、愛しい相手のぬくもり――だけど、プライドを傷つけられたばかりの彼女は、抱擁の心地良さよりも憤りが勝っている。

「……やっ、放して！」

「いやだ、放さない。君が俺と結婚するって、言ってくれるまでは」

「はぁ!?　なに言ってるのよ、この浮気男が！」

　あまりに一方的で酷い罵りに、アルは苦笑した。

「浮気男って……ああ、もしかしてバレル男爵夫人のこと？　そこまで、気にしてくれていたのか？」

　彼が夫人の名を口に出すのは初めてのことで……とてつもなく、イヤだった。

　その理由は、アネット自身がよくわかっている。自分以外の女性に、アルが視線を向けるのがどうしても許せなかった。

　王都から遠く離れていたお陰で、バレル男爵夫人とアルとの関係に心乱されることは少なくなった。

　彼女の存在がどうあれアルが無事なだけで十分とまで思ったアネットだったけれど、改めてその名を出されると思わず泣きそうになってしまう。

「……すまない。色々と誤解があるみたいだ」

「誤解？」

「せっかく、ここまで来たんだ。君に嫌われるにしても、きちんと事情を説明させてもらいたいな」

　抱擁を解くと、アルはすぐ近くにあったベンチに彼女を誘った。










　――彼の口から語られたことに、アネットは驚くばかりだった。

　アルが子どもの頃から、オーヴィッツ公爵の差し金と思われる暗殺未遂事件に何度も巻き込まれていたこと。そのために、母后の祖国であるアルニア王国に留学することになったこと……。

　留学といっても優雅なものではなかった。実際、放浪に近いものでアルは身分と名前を偽ってアルニアの各地にいる賢者に教えを乞うていた。

　過去の恋愛について一度も語ったことがないアルだったが、その理由が明らかになる。

「……俺は、初恋の相手に殺されそうになったんだ」

「えっ……!?」

「旅の途中で出会った町娘だったが……実は、オーヴィッツ公爵が雇った暗殺者だった。毒薬を盛ろうとしたのを気づいたが、俺は彼女のことを見逃した。ためらっていたのがわかったから……」

　その件を語る時のアルの口振りは、陰鬱そのものだった。

「だが……彼女はその翌日、何者かに殺された。おそらくは、オーヴィッツ公爵の手下だ。証拠を消すために、人の命をあっさりと奪う叔父が俺はどうしても許せなかった」

「……そう、だったの」

　愛した相手に、幸福の絶頂で裏切られる気持ちはどれほど苦しかったことか。

　誰かを真剣に好きになったからこそ、アルの痛みをアネットは我が事のように実感していた。

「それ以来、まともに恋愛ができなくなった。どんな女性を見ても、俺の命を狙っているんじゃないかって思って……だから、あれ以来、人を好きになったことはない」

「それは、とてもつらい経験をしたわね……私があなたの立場だったら、両親さえも信じられなくなると思うわ」

「……君がそう言ってくれるとはね」

　と、アルは弱弱しい笑みを浮かべる。

　彼の告白には、嘘や偽りはなさそうだ。アルが遊びまくりだという噂は、オーヴィッツ公爵が流したデマなのだろう。

　しかし、アネットが気になっていたのは、アルの素行が実際どうかという点ではない。恐る恐る、一番の疑惑を口にする。

「……でも、男爵夫人は？」

　その名を聞くと、それまで険しかったアルの顔は穏やかなものに戻った。

「もともと、バレル男爵と懇意にしていてね。腹を割って色々と話をするうちに、夫人と恋仲のフリをすれば、気軽に女が寄ってこないんじゃないかって男爵に提案された。それで協力をしてもらっていた……まぁ、害虫除けみたいなもんかな？」

「害虫……!?」

「俺の出自を知って利益を得ようとする女と、叔父の手先になって近づいてくる暗殺者は、俺にとってはその程度の扱いだ。そう思わないと、命を落とすからな」

　彼の壮絶な体験とトラウマは、アネットの理解できる範囲を遥かに超えていた。

　そんな中で、協力してくれた男爵夫人に好意を感じるのは必然かもしれない。

「じゃあ、バレル男爵夫人は恋人じゃないのね？」

「違うね。もちろん、あの国で出会った中では一番信頼できる女性だと思っている。でも、友人の奥さんと恋仲なんて、どう考えても無理だろう。あっちだって、夫と夫の友達に協力しただけで、それ以上の個人的感情はないはずだ」

　それを聞いた瞬間、アネットが感じていた嫉妬の半分は溶けてなくなった。でも、残りの半分はなかなか消えなくて、思わず意地悪をしたくなってしまう。

「そうなの？　ずいぶんと、演技が上手だったわ」

　皮肉っぽく流し目を送るアネットに、アルは苦笑した。

「……どうすれば、わかってくれる？　本当に好きなのは、君だけだって」

「じゃあ、私を好きになった理由を教えてちょうだい」

「理由は簡単だよ。君は、俺と似たところがあったから」

　アルは真剣な表情に戻って、どこまでも青い眼差しでアネットを見つめた。

「初めて君に会ったのは、コンラート伯爵の誕生日だったな。あの夜、俺はアルニアから王都に帰る途中だった。王位継承に気乗りしなかった俺の前に、炎のように真っ赤なドレスを着た君が現れた」

　あの夜のことは、アネットも昨日のことのように覚えている。

　なぜなら、生まれて初めて誰かに胸をときめかせた夜だったから。闇の中から現れた美しくて失礼な男の印象はあまりにも鮮明で、時に夢にまで見るほどアネットの心を掴んで放そうとはしなかった。

「君はソフィアに、色々怒られていたね。盗み聞きするつもりじゃないけど、全部聞こえていた。一人になって、飼い犬に愚痴っていたところもね」

「……本当に、失礼な人ね」

「あそこにいたお陰で、女王様みたいな君には裏の顔があるんだって知った。俺は自分の命を守るために演技をしていたが、君は友達を幸せにするためにわざわざ自分を貶めていた。そんな風に誰かを大事に思える君が、あの時の俺には眩しかった」

　そんなことまで見透かされていたなんて、これまで思いもしなかった。

　でも……アルは最初に出会った瞬間から、彼女の本当の姿に気づいていた。

　ふつうの男性なら、目に見える部分だけしか気にしない。アルが過酷な人生を歩んでいたからこそ、アネットの生き方に興味を持ってくれた。

　それが、心に残っていたわだかまりを消してくれた。

「……だから、私を侍女として城に呼んだってこと？」

「そうだね。母には、未来の花嫁候補の一人だってこっそり告白してね」

　そんなに前から、そこまで真剣に想っていてくれたなんてうれしい驚きだった。

　侍女の割に王族に近しい部屋が与えられたのは、そのせいだったかと思い当たる。

「きちんと知り合うまで、待つつもりだったんだが……俺もこういうことに不慣れなもので、すまなかったな」

　と、アルは困ったように付け加えた。

　二人が肉体関係を結んだのは、知り合ってからそんなに経っていない時期だった。そのことを、詫びているのだとわかった。

「君の魅力は知っていた。アルソワ男爵をあっさりフッた武勇伝は、この地方だともはや伝説だしな。だからってわけじゃないが、早く君を自分のものにしないと誰かに取られてしまう気がして……」

「まぁ、あなたがそんな風に思うなんて！」

「君は華があって、宮廷の誰よりも魅力的だった。ハンスと親しそうにしているのを見て、俺じゃなくて赤毛が好みなのかって、内心ムカムカしていたんだよ」

　たしかに、ハンスとは仲良くしていたが、それはソフィアと手紙のやり取りをするためだ。

（よかった！　私だけじゃなかったのね……）

　アネットがバレル男爵夫人に抱いた不愉快な気分を、アルもほぼ同時に感じていた。それは、アルの気持ちの真剣さを証明するエピソードだ。

「あなたのような立場の人が、嫉妬なんて似合わないわ！　もっと、自信を持っていたらいいのに」

　クスッと笑って、アネットはアルの手に自分の手を重ねた。

　この前までズタズタだった自尊心は、彼の告白を聞くにつれて元の形を取り戻しつつあった。

「おかしいか？　まぁ、そうだよな……」

　と、小さく笑いながらアルは彼女の手を握ってきた。

「叔父の手前、清廉潔白でいいイメージを与えるのは得策じゃないと思った。だから、女たらしだの何だのっていう噂を意図的に流させていたんだ。俺が本当に女たらしなら、君とハンスに嫉妬なんてしなかっただろうに」

「まぁ……そこまでしたのに、反乱が起きてしまうなんて皮肉ね」

「反乱軍の拠り所が、あの啓蒙書っていうのはさすがに驚いたけどな」

　アルの言葉に、アネットは色々な場所で見かけた書物のことを思い出した。

「せっかくの権力よ？　あんな本、禁書にすればよかったんじゃない？」

　すると、アルは悪戯っ子のように笑った。

　どこか勝ち誇ったような表情を見て、アネットは首を傾げる。

「……君にだけ言うが、あれを書いたのは……何を隠そう、この俺なんだよ」

「えっ……だって……名前、違うじゃない？　国籍だって……」

　記憶の奥から、その本の背表紙に記された著者名を思い出した。

　隣国・アルニアの貴族の名で発表されたその本は、アルニアの言葉で書かれているはずだ。それが各国の言葉にも翻訳されて、アネットがすんなりと読める形になっていた。

　平民の聖典とまで称えられる書物が、もし、ヴォンデンブルグの現国王が執筆したものだったとしたら――？

「ペンネーム……？」

「その通りだ。経歴も国籍も、全部ウソ。バレル男爵が出版手配をしてくれてね。あの本の印税のお陰で、留学先の滞在費には困らなかったよ」

　それを聞いて、アネットは唖然とした。

（恋人に殺されかけただけじゃないのね……波乱万丈すぎるわ……！）

　アルニアに長年留学していたと聞いて、世間知らずな愚か者かと思っていたが、彼の告白を聞くにつれてすべて誤解だとわかった。

　あの啓蒙書を執筆したということは、王族の立場を笠に着るような人物じゃない証拠になる。それがきっかけで反乱が起きたのは皮肉だが、きっと今後の政治において国民のためになる施策を打ち出すことができるだろう。

「あの反乱が起きて……もし、自分の命が助かったら、嘘ばかりの人生は終わりにするって神に誓ったんだ。国益のための政略結婚をしたら、自分の哲学にも反すると気づいたからね」

　それを聞いて、アルへの愛しさに胸が熱くなった。

　彼女も彼と同じ気持ちだった。もし、平和な世の中が戻ったら……アルと再会が叶ったら、素直に自分の想いを告げたいと願っていた。

（……本当に、似ているわ。アルも、私も……）

　目的のためにこれまで自分を偽ってきたことも、本当の恋愛を知らなかったことも……そして、危機的な状況に陥った時になって初めて、お互いの大事さに気づいたことも。

　嫉妬で苦しんだ恋は終わり、穏やかな愛を育てられる世の中が訪れたことに感謝した。

　だから、アネットがアルの求婚を断る理由は、もうなかった。

「……いいわ、あなたと結婚してあげても」

　元通りの高慢さを取り戻した彼女は、ベンチから立ち上がった。

　両手を腰に当てて、この国で一番高い地位にいる男を見下ろした。

「でも、さっきの求婚はいただけないわよ。ヴォンデンブルグの国王であっても、貴婦人に対してはきちんと礼儀を尽くしていただけるかしら？」

「それは、失礼をいたしました」

　高飛車に言い放つアネットに、アルは言われるがまま膝を折った。

「アネット・フォン・コンラート嬢、私と結婚していただけますか？」

　感動のあまり少し震えながら、差し出された手を握った。

　これまでに何度も求婚されてきたが、こんなにも心が高揚したのは初めてだった。

「もちろん……！」

　自分らしくない承諾の言葉に、一気に目頭が熱くなった。

　立ち上がったアルは、アネットの潤んだ緑色の瞳を凝視する。

「君も、俺のこと愛しているんだろう？　いい加減、認めろよ」

「嫌いだわ……あなたみたいに、計算も演技も通じない相手！」

　アネットの紅潮した頬に、ポロリと涙が一筋落ちる。それを指先で拭ってやりながら、アルは彼女のことを見つめた。

「でも、おかしいの。すごく、おかしいのよ……自分でもよくわからないけど、あなたを他の誰にも渡したくないってずっと思っていたわ」

　彼女の言葉に、アルはうれしそうに口元を緩ませた。

「世間では、そういう感情を好きとか、愛しているって言うんだよ。俺も君に出会って、初めて知ったけど」

「……アル……」

「俺も君のこと、誰にも渡したくない。どうしようもないくらいに、君を独占したくて堪らないんだ」

「まぁ……！　私だって、あなたに負けないくらいそう思っているわよ！」

　愛の告白にさえも、張り合ってしまう自分たちに二人はどちらからともなく笑い始めた。

「不器用だな、君は。でも、そんなところもとても愛しいよ」

「私もあなたのこと、好きよ。ずっと……これからずっと、あなたと一緒にいたいわ」

　手に手を取り合い、見つめ合う。アルに対して幾度となく感じてきたわだかまりや、つまらないプライドが少しずつ過去のものとなり、もっと素直になって彼と未来を築けそうな予感がする。

「心から愛してるよ、アネット」

　低くて艶のある声でそう告げられて、やさしく抱き寄せられる。

　南部地方の風が頬や髪を撫でる中、二人はどちらからともなく唇を寄せ、愛の誓いのキスを交わした――。










　――その後のスケジュールは、思いのほか慌ただしかった。

　コンラート伯爵家に挨拶に行き、驚く伯爵から結婚の許しを得るとその足で都に戻った。アルの両親である前国王・カール二世と王太后に挨拶をすれば、久しぶりに戻ってきた新人侍女を王太后は温かく迎えてくれた。

　突然の慶事で、宮廷は一気に華やぎを取り戻した。王族や各大臣たちに囲まれて結婚式の日程を決め、正式な婚約を済ませた二人が城の居住エリアに戻ったのは、数時間経ってからのことだった。

　ようやく一息ついたアネットは、ソファにぐったりと体を沈ませる。

「すまなかったな、長旅で疲れているのに。王族の結婚は色々と手続きが多くて、たぶん明日からも面倒なことがあるだろうな」

　執務室の机に溜まった書類にうんざりしながらも、アルはアネットの様子を気遣ってくれた。

「大丈夫よ。静かな生活をしていたから、少しはここの生活に慣れないとね」

　さっき女中が用意した紅茶に口をつけると、アネットは満足そうに微笑んだ。

　こんな風に書類や書状に目を通すアルを見るのは、意外と新鮮だった。一介の侍女の身では、国王の執務室や寝室に立ち入りはできず、執務の様子を目にする機会もなかった。

「式が終わったら、続きの間に君の寝室を用意させる。そうしたら、毎日のように愛し合えるな」

　前国王が譲位して奥まった部屋に移ってからは、ここの隣の王妃の寝室は空室になっている。

　かつて部屋の移動を手伝ったその場所が、今度は自分の部屋になるなんてまるで夢のよう。ひたすらに彼の訪れを待つしかなかった夜、彼に会いたくても顔を見ることさえ許されなかった夜は、近いうちに過去の記憶に変わるだろう。

　寝室を移すのは、正式な式を済ませてからでもいい。だけど……そこまで待っていたら、気が狂いそうなことがあった。

「ねぇ……そんなに先にならないと、あなたは私を愛してくれないの？」

　焦れたように唇を尖らせるアネットに、アルは驚いたように視線を向けてくる。

「もしかして、誘っているのか？」

「あなたって、意地悪ね！　そんなこと言うなら、自分の部屋に戻って少し休むわ」

　ふてくされたように呟いて、部屋を出ようとする彼女をアルは遮った。

「……それなら、俺の部屋で寝ればいい。君がここに戻ってきてくれた日だから、挙式前でも大目に見てもらえるだろう」

　国王としての威厳を保つためか尤もらしいことを言う彼に、アネットは緑色の瞳を煌めかせた。

「素直に言えばいいのに。私のことが欲しいって」

　挑発的な彼女に、アルは彼女の顎を持ち上げた。熱っぽい瞳に見つめられれば、胸がうるさいほどにドキドキしてくる。

　甘い夜の前兆を感じたのは、アネットの思い過ごしではなかったようだ。

「君が欲しい……待とうと思っていたけど、もう無理だ」

　艶っぽい答えがアネットを喜ばせた瞬間、力強い腕が彼女を軽々と抱き上げていた。
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　――消灯の時刻には、まだ早かった。

　アルの寝室は、まだシャンデリアの光が煌々と灯っている。執務室と続き部屋になっているから、就寝時以外は書物が読めるようにしてあるのだ。

　そんな明るい場所で愛し合うのは、相手を好きであればあるほど恥ずかしかった。

（しかも、こんな……！）

　ふつうに愛し合うのなら、まだいい。アネットが狼狽しているのは、自身の両脚の間にアルが潜り込んでいるから。

「……君のすべてが見たい」

　そう言って、彼は彼女を一糸纏わぬ姿にさせた。

　そして……アネットの敏感な部分に、唇を這わせている。昼とほぼ同じだけの光量がある場所で、秘部を晒していることになる。

「綺麗だよ、アネット」

「あぁ、んっ……」

　甘く囁かれれば、彼女の花園から泉が溢れ出てくる。

　いや、再会して言葉を交わした瞬間からだ――肉体の奥が、いやらしく反応してしまったのは。

　互いの両親に挨拶している時も、将来に関わる手続きを進める間にも、早く二人きりになって彼に抱かれたいと思った。

　ここまでくると淫乱なんじゃないかと恥じ入ってしまうほどに、ドロワーズに隠された部分が疼きまくっていた。

「あ、んっ……ねぇ、アル……」

　抗議するように、じわじわと快感を与えてくるアルに抗議した。

　丁寧な愛撫を施されるのはうれしいことだけれど、激しく愛されたいという欲求が勝っていた。

「……早く抱きたいって、思わない、の……？」

　アネットの太腿を撫でながら、花園を愛しそうに触れていたアルは、彼女の質問に唇の端を上げて笑った。

「もちろん、思っているよ」

「じゃあ……」

「君が言い出すのを、待っていたから」

　意地悪な答えに、アネットは頬を赤らめる。

「し、信じられない……っ！　貴婦人に酷い仕打ちだわ！」

　慌てる彼女に、アルは着衣を脱ぎながら言った。

「じゃあ、俺がどれほど君に恋い焦がれているか、見せつけてやろうか？」

　シャツをはだけると、適度に鍛えられた逞しい胸板が現れた。下肢が露わになるや否や、アネットの視線は雄々しい男性自身に釘付けになる。

　ずっと独り占めしたかった相手のシンボルが、自分を求めて昂っている。男性の裸体をジロジロ見るなんて恥ずかしいことだが、あまりにうれしすぎて視線を外すことができなかった。

「コレが、ずっと欲しかったんだろう？」

　アネットの恥じらいを見て、アルは満足した様子だった。

　すぐに激しく抱いてくれるのかと思いきや、何を思ったのかアルは彼女の隣に寝そべってきた。

　手を伸ばせば触れるほどの距離――その存在を誇示してくる彼の象徴を目の前に、アネットは物欲しそうに眺めることしかできない。

「自分から、入れてみろよ」

「えっ……」

「君が、俺の上で喘いでいる姿が見たい」

　彼が言っているのがどういうことか、何となくわかった。

　これまでにも、色々な交わりの形があることは、触れ合うたびにアルが教えてくれた。でも、いつも彼がリードしていたから、久しぶりの夜にそんな大胆なことを求められるなんて思ってもいなかった。

（やだ、どうしよう……？）

　羞恥心に戸惑っていても、同時に未知の行為への関心も掻き立てられる。

　恐る恐るといった具合だが、アネットはアルの男性自身にそっと触れてみた。

「あっ……！」

　いつか抱き合った記憶の中よりも、遥かに熱くて火傷してしまいそうになる。

　切っ先の部分に触れると、先端から透明な液体が滲んできて、彼の興奮している様子を実際に確かめることができた。

「君と同じだよ。俺も濡れてるだろう？　早く君の中に入りたいって、ウズウズしてる」

「アル……」

「細い指で触られると、気持ちがいいな……もっと、強く握ってもいいんだぞ」

　ためらう時間は、もったいない。

　互いの不在の時間を取り戻すために、彼に促されるがままその剛直を握ってみた。

　ゆっくりと擦っていると、まるで生き物のような脈動がダイレクトに伝わって、アネットを驚かせた。

「さっきより、大きくなってきたわ……」

「君の愛撫に、興奮している証拠だ」

　さっき目にした彼の分身よりも、ずっと熱くて凶暴な形をしている。早くこれに貫かれたいって渇望する気持ちはあっても、微かな不安も湧いてくる。

（こんなに大きくなって……ちゃんと入るかしら……？）

　そう考えるだけで、期待に花芯の辺りがじくじくと疼いてきた。

　身の内から湧く切迫感があっても、自分からそれを入れるなんて初めてのこと。微かに残っていた恥じらいに、どうしたものかとアネットは悩んでいた。

「そろそろ、俺を愛してくれよ……君に包まれたくて、おかしくなりそうだ」

　切ない声と表情に促されて、手にしているものの上におずおずと跨がってみる。

　彼女の花はしっとりと濡れそぼって、太腿にまで滴が零れている。潤んだ花弁に尖塔の先が当たると、その火のような熱さにアネットは小さく喘いだ。
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「あ、あぁ……」

　それは久しぶりで、生々しい感触だ。ゆっくりと時間をかけて腰を下ろすと、交わりが深まる度に圧迫感が強まっていく。

　灼熱の肉塊は、緩やかに彼女を苛んでいく。だが、こうして重なるのが自然かのように、不思議と二人の肉体はぴったりと合わさっていった。

「あっ、あ、ふぅん……っ……！」

　ふつうに交わるときよりも、深いところに彼が食い込んでいる気がする。

　体の奥深くに、アルを感じている。そう思うだけで、濡れた肉壷は妖しくうねって彼を喜ばせた。

「う、ん……すごい、歓迎ぶりだな」

　少し苦しそうな声を聞くと、アネットは微かな優越感を覚えた。

　今、二人の快楽をコントロールしているのはアネットだ。自分から動かないと、これ以上の快感を得ることはできない。逆に、もっと気持ちよくなることもできるのだ。

　逞しい胸板に両腕をついて、欲求の赴くままに腰を揺らし始めた。

「あ、あっ、ん……どう、アル……っ……？」

「いい、よ……、最高だ……！」

　アルの剛直が当たる角度が変わるたびに、新たな感覚が生まれた。

　脳裏にチカチカとした光が生まれては消える。それが頂上へ向かう前の予兆だと、アネットは知っている。

「……う、んっ、はぁ、あぁ……っ」

　仰臥している彼の両手が、揺れるまろみに触れてくるとアネットは喘いだ。先端の充血した部分をくすぐられると、正気を失ってしまいそうになる。

「ひっ、ひゃ、ん……っ！」

　花芽をいじられないでここまで感じるのは、初めてかもしれない。

　深く腰を落として、肉の剣が子壺の入口を刺激する感覚に酔いしれる彼女の動きに、さらに弾みをつけるように、アルが下から突き上げてきた。

「ん……っ、んっ！　あっ……ひゃ、ぁ……んっ……！」

　甘い不意打ちにジンと疼く感覚は、彼の動きが度重なるたびに強まっていく。アネットは自分で動くのを、すっかり忘れてしまっていた。

「……どうだ？　気持ちいいか？」

「あ、ああ……っ……！　ひゃ、あっ、あ……んっ！」

　頂上に登る途中で、彼女は腕を引っ張られてベッドに押し倒された。

　彼女の足を抱え上げると、アルは繋がり合ったままで体勢を強引に変える。

「君が一生懸命動くのを見るのは、楽しかったけど……やっぱり自分で攻めるほうが好きかな、俺は」

　獲物を狙うような青い双眸はひどく魅力的で、見つめられるだけで達しそうになる。

　でも、もっと甘くて愛を感じられる言葉が欲しくなった。

「ねぇ、キス……して」

　アネットが囁くと、彼は顔を彼女の顔に寄せた。

　最奥に埋められた剛直はどこまでも熱く、恐ろしいほどに硬さを増している。彼女自身の体温に育まれ、さらに大きくなっていきそうだ。

　キスをするためにアルが屈むと子宮口が押されて、さっきまでよりも圧迫感が増した。痛みはないけれど、少しだけ苦しい気がした。

「……んっ……」

　それでも、アルに舌を吸われていると、女の部分が陶酔に湧いた。

　触れ合っていることの安堵と、体中がゾクゾクするような快感が交じり合う。

　肉欲に溺れるだけではなく、愛されている実感が加わると、さっきまでよりも深い悦楽がアネットの肉体を支配していった。

「う……っ、ん……ふぅ……っ」

　お互いの唾液がどちらのものかわからなくなるほど、何度も口づけを交わした。

「愛してる、アネット」

　ずっと欲しかった言葉を、アルは何度も囁いてくれた。

　彼女の白く豊かな胸を揉みながら、彼は律動を再開した。次第にその激しさは増して、二人ともほぼ同時に限界が近づいてきた。

「ああ、ん……っ！　やっ、もう、ダメぇ……っ!!」

「アネット……！」

「……あぁ、ひゃ！　ああ、あ……ぅ、んっ!!」

　恐ろしいほどの浮遊感に襲われ、次の瞬間、頭の中が真っ白になった。

　全身が心臓になったようにビクビクと震え、放たれた子種を吸い尽くそうとするように、彼女の蜜壷は貪欲に蠢いた。

　息を整える間に逞しい胸に抱き寄せられたアネットは、低い声で囁かれた。

「……ずっと、そばにいるから。君も、ずっと俺の近くにいてほしい」

「わかったわ……約束よ？」

　額を擦り合わせて、まるで子どもに戻ったように無邪気な笑顔を交わし合う。

　二人の甘く幸せな時間は、ようやく始まったばかりだった――。

















エピローグ












　――ヴォンデンブルグ国王・ルドルフ三世の結婚式は、王都・リンツの大聖堂で行われることになった。

　反乱騒ぎから三ヶ月が経ち、リンツの街は復興に湧いている。その賑わいに華を添える慶事とあって、多くの人々が一目でも新郎新婦の姿を見ようと広場の周りに集まっていた。

　中でも関心事は、国王が選んだ美しい黒髪の花嫁・アネットだ。彼女のエキゾチックな美貌を見た途端、国民たちは一瞬で彼女の虜になった。

　これまでヴォンデンブルグ国王は関係国の王女を娶るのが習わしだった。外交にメリットがない領主の娘と自由恋愛で結婚するなど、国の歴史で初めてだった。

　異例なことは、他にもあった。ルドルフ三世は、逮捕された反乱軍のリーダーと会談を重ね、平民の代表者が議会に参加できる制度を新設した。

『反乱軍の主張を部分的に受け入れながら、ヴォンデンブルグを改革していく』

　古い歴史を大事にしながらも挑戦を厭わない若き国王の声明は、多くの国民を感動させ、支持を集めている。

　今まさに、ヴォンデンブルグは新たな時代を迎えようとしていた――。










　荘厳なパイプオルガンの音に導かれ、新婦の父・コンラート伯爵はこれから嫁ぐ娘に腕を貸しながら、感慨深げにゆっくりと歩みを進めていた。

　一人娘のアネットが婚約破棄をしてから、まだ一年足らず。その直後は、娘は一生独身でコンラート伯爵家は当代で断絶かと沈鬱な気分を抱えていたが、反乱が終わって間もないある日、突然に喜ばしいニュースが舞い込んだ。

　しかも、娘が嫁ぐ相手はヴォンデンブルグで最も地位が高く、アルニア王国で学んだ教養と見た目の美しさを兼ね備えた現国王・ルドルフ三世だった。南部地方では悪名高いアネットを受け止めてくれるというのだから、国王にはどんなに感謝しても足りないと思っている。

　大きなステンドグラスが鮮やかな光を与える祭壇の前に、年老いた司祭と輝くばかりに美しい国王がアネットを待っている。

　眩しそうに純白の花嫁姿を見つめる青い双眸に、アネットはヴェールの下でうれしそうに微笑んだ。

　娘の門出を見守る人々の中には、コンラート伯爵夫人やクルムバッハ侯爵夫妻……アネットの幼馴染みで、新郎新婦の恋のキューピット役を務めたというソフィア・フォン・クルムバッハ侯爵令嬢と、先日、許婚者となったハンス・フォン・ダルク陸軍少尉もいた。

　伴侶となる国王と、招待客たちの微笑に迎えられたアネットはとても幸せそうだ。

「私、とても幸せなのよ……だからね、私もアルを手伝って、この国のみんなが幸せになれるようにがんばるわ！」

　さっき娘が口にした言葉は、コンラート伯爵を涙ぐませた。

　一時期は、反乱で危機的な状況にあったヴォンデンブルグに、こんなにも喜ばしい日がやってくるなんて誰が思っただろう……？

　きっとこの場にいる王室関係者や貴族だけではなく、沿道を埋め尽くすヴォンデンブルグの国民たちにまで、美しい花嫁の幸せは広がっていくだろう。

　二人の永遠の愛を讃える、祝福の鐘と共に――。
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